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『隔
莫
記
」
以
前
の
鳳
林
承
章
の
文
化
的
動
向

横

谷

一

子

は
じ
め
に

『隔
莫
記
』
は
相
国
寺
第
九
十
五
代
住
持

で
、
鹿
苑
寺
独
住
第
二
世
と
な

っ
た
鳳
林
承
章

(
一
五
九
三
～

一
六
六
八
)

の
日
録

で
あ
る
。
承
章

四
十

三
歳
の
寛
永
十
二
年

(
一
六
一二
五
)
八
月
二
十

一
日
か
ら
、
七
十
六
歳

の

寛
文

八
年

(
一
六
六
八
)
六
月
二
十
八
日
ま
で
の
三
十
四
年
間

に
わ
た
る

記
録

で
あ
る
。

寛
永
十

四
年
三
月
二
十
五
日
の
日
録
に
は
次

の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。

巳
刻
退
出
。
自
廿
二
日
、
到
今
日
、
於
仙
洞
。
三
日
三
夜
之
御
遊
興
。

遊
事
有
拾

八
色
、
尤
有
和

漢

・
詩
歌

・
蹴
鞠

・
楊
弓

・
碁

・
上
懸

物

.
香

・
其
外
様
々
御
遊
興
有
。
拜
領
之
鬮
取
、
美
麗
難
盡
筆
頭
也
。

予
金
子
壱
歩
拾
、
鬮
取
之
拜
領
也
。
自
前
夕
、
到
今
晨
、
御
酒
宴
。

三
日
三
夜
、
予
暫
時
亦
不
須
眠
、
三
日
三
夜
之
問
不
眠
也
。
五
十
餘

之
衆
、
皆
就
眠
也
。

仙
洞

に
於
い
て
の
三
日
三
晩

に
わ
た
る
遊
興
の
記
録
で
あ
る
。
こ
の
時
、

後
水
尾
院

(
一
五
九
六
～

一
六
八
○
)
は
四
十

二
歳
、
承
章
は
四
十
五
歳

で
あ

っ
た
。
後
水
尾
院

の
祖
母
新
上
東
門
院
晴
子
は
、
承
章

の
叔
伯
母
に

あ
た
る
。
す
な
わ
ち
、
二
人
は
従
兄
甥

で
あ
る
。
『隔
莫
記
』

(第

一
巻
昭

和
三
三
年
i
第
六
巻
昭
和
四
二
年
。
赤
松
俊
秀
編
、
鹿
苑
寺
発
行
、
全
六
巻
。

平
成
九
年
三
月
二
〇
日
復
刻
、
思
文
閣
発
行
)
の
解
題

に
、
「上
皇
と
は
年

が
三

つ
違

い
で
、
よ
ほ
ど
気
が
合

っ
た
と
見
え
ま
す
」
と
あ
る
よ
う
に
、

後
水
尾
院
は
事
あ

る
ご
と
に
承
章
を
仙
洞
御
所
に
呼
び
寄
せ
て
い
る
。
記

録
に

「其
外
様
々
御
遊
興
有
」
と
記
す
如
く
、
後
水
尾
院
と
承
章

の
交
遊

の
様
子
は
、
『隔
萱
ハ記
』
か
ら
窺
う
こ
と
が

で
き

る
。
ま
た

『隔
萱
ハ記
』

に
は
そ
の
他
、
数
多

の
文
化
活
動

の
跡
が
見
ら
れ
、
そ
れ
ら
の
受
容
形
態

も
知
れ
る
。
そ
れ
は
、
お
よ
そ
次

の
よ
う
な
も

の
で
あ
る
。
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近
世
以
前

か
ら
あ
る
古
典
文
芸

(雅
文
芸
)
と
し
て
は
、
和
歌
を
は
じ

め
と
し
て
、
和
文

・
漢
文

・
漢
詩

・
注
釈

・
物
語
文
学

(源
氏

.
平
家

.

伊
勢
各
物
語
等
)
・
法
語

・
縁
起

絵
図

・
能

・
狂
言

・
幸
若
舞

・
中
世
歌

謡

・
讃

・
書

・
茶

・
香

・
琴

・
尺

八

・
蹴
鞠

・
囲
碁

・
象
戯

.
双
六

(絵

双
六
)
・
絵
画

・
彫
刻
等
で
あ
る
。

近
世
興
起

(俗
文
芸
)
の
も
の
と
し
て
は
、
俳
諧

・
歌
舞
伎

.
浄
瑠
璃

(操
浄
瑠
璃
)
・
近
世
歌
謡

・
三
味

線
等

で
あ

る
。
そ

の
他
、
狂
歌

・
狂

詩

・
狂
句

・
和
漢
等
、
ま
た
、
陶
芸

・
塗
器

・
竹
細
工
等

の
工
芸
、
祭

.

競
馬

・
通
し
矢
等

の
記
録
も
み
え

る
。
『隔
萱
ハ記
』
で
は
、
以
上

の
文
化

的
活
動
の
大
半
は
、
後
水
尾
院
、
天
皇

(明
正

・
後
光
明

・
後
西

.
霊
元
)

を
中
心
に
堂
上
貴
族
、
門
跡
な
ど

の
貴
人
間
で
遊
戯
さ
れ
て
い
る
。

い
う

ま
で
も
な
く
、
鳳
林
承
章
は
そ
の
中
心
的
存
在
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
承

章

の
交
遊
は
、
貴
人

の
み
に
止
ま

ら
ず
、
武
家
、
町
人
に
も
広
く
及
ん
で

い
る
。
承
章
は
高
僧

の
身

で
あ

る
と
と
も
に
、
文
人
と
し
て
、
書
画

(雅
号
木

屑
)
・
造
園
設
計

・
薬
剤

・
茶

・
華

・
讃

・
鑑
定

・
針
灸

な
ど
、
多

く

の

こ
と
に
通
じ
て
い
た
。
こ
れ
ら
に
関
す
る
専
門
的
な
交
遊
も

一
方
な
ら
ぬ

も

の
で
あ

っ
た
。
鳳
林
承
章
が

「当
代

一
級

の
文
化
人
」
と
評
さ
れ
る
所

以
が

こ
こ
に
あ
る
と
い
っ
て
も
よ

い
。
延

い
て
は
、
承
章

は
近
世
初
期

の

文
芸
復
興

の
一
端
を
担

っ
た

一
人
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
な
か
ろ
う
。

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
承
章
の
文
化
的
活
動
は

『隔
萱
ハ記
』
以
前

の
事

蹟
に
つ
い
て
は
殆
ど
明
ら
か
に
は
さ
れ
て
い
な

い
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
当
時
の
記
録
等
に
散
見
す
る
承
章
の
文
化
的
動
向

に
つ
い
て
、
可
能
な
か
ぎ
り
の
資
料
を
収
集
し
、
若
干
の
考
察
を
こ
こ
ろ

み
た
。
さ
ら
に
、
承
章

の
文
化
的
活
動

の
足
跡
を
た
ど
る
こ
と
に
よ

っ
て
、

今
後

の

『隔
萱
ハ記
』
深
層
研
究

の
足
掛
か
り
と
し
た
い
。

O

鳳
林
承
章
は
、
そ
の
幼
年
期

に
つ
い
て
も
詳
ら
か
に
は
な
ら
な

い
。
わ

　
ユ

　

ず
か
に
、
『鹿
苑
日
録
』
に
於
い
て
二
、
三

の
記
録
が
残
る
の
み
で
あ
る
。

『鹿
苑
日
録
』
四
十

・
慶
長
六
年

(
一
六
〇

一
)
二
月
二
十

一
日
条

に
次

の
記
事
が
あ
る
。

廿

一
、

(前
略
)
於
奥
鹿
苑
寺
尊
丈
□
寮
有
會
。

御
力

　
　

　

と
、
当
時
九
歳
の
有
髪

の
雅
児
承
章
を

「鹿
苑
寺
尊
丈
」
と
記
す
。
お
そ

ら
く
こ
れ
が

『鹿
苑
日
録
』
初
出

の
承
章

の
記
述
で
あ
ろ
う
。
同
時

に
承

章

の
記
録
は
こ
れ
か
ら
始
ま
る
と
い
え
る
。

□
寮
で
行
わ
れ
た
会

の
内
容
、
ま
た
そ
の
折
の
役
目
は
何

で
あ

っ
た
の

か
、
記
録
に
も
こ
の
後

「
不
及
記
入
」
と
あ
り
、
詳
細

は
不
明
で
あ
る
。

次
に
、
慶
長
八
年
二
月
十
七
日
条
に
は
、

十
七
、
自
朝
晴

天
。
巳
刻
自
相
國
。
丘
叔

・
文
嶺

・
魯
雲

・
早
侍

者

・
撲
侍
者

・
章
公
尊
丈

・
岷
公

・
同
仙
公
尊
丈
光
駕
。
同
刻
勧
修

寺
宰
相
殿
。
同
召
旦
ハ之
衆
。
山
形
衛
門
太
夫

・
井
家

・
御
倉

・
河
内
。

其
外

一
兩
人
有
之
。
不
及
記
之

(中
略
)、
午
時
神
事
相
始
。
能

ク
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ミ
。

一
番

寝

覺

。

二
ー

源

氏

供

養

、

三
i

短

沢

只

法

。

四

ー

文

□

。

五

ー

合

浦

。

申

尾

二
相

濟

。

自

宰

相

殿

持

参

大

錫

一
雙

・
折

箱

一
ツ
。

同

尊

丈

自

北

ロ

ナ

リ

ノ
箱

一
ッ

・
樽

ニ

ケ
。

終

日
宴

遊

。

々

々
了

。

と
、
相
国
寺
で
の
神
事
能
開
催

の
様
子
が
窺
え
る
。
記
事

に
は
、
演
目
と

主
な
演
能
者
及
び
能

の
開
始
時
刻
と
終
了
時
刻
、
招
待
者
が
記
さ
れ
て
い

る
。
招
待
者

の
中
に
承
章

の
兄

勧
修
寺
光
豊

(
一
五
七
五
～

一
六

一
一
)

　
ヨ

　

の
名
前
が
あ
る
。
前
年

の
十
二
月
八
日
父
晴
豊
卿
が
五
十
八
歳
で
没
し
て

い
る
と
こ
ろ
か
ら
、

こ
の
日
の
光
豊
の
参
観
は
、
勧
修
寺
家
当
主
と
し
て
、

　
る

　

ま
た
、
承
章

の
親
代
り
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

慶
長
九
年
正
月

二
十

八
日

に
は
円
光
寺
座
敷

に
於

い
て
少
年
衆

の

　
　

　

「
躍

り

」

が

あ

っ
た
。

廿
二
、
自
朝
晴
天

(中
略
)
尊
丈

ハ
座
敷

ニ
ナ
ヲ

ス
、
給
仕
衆
撲

　
マ

マ
　

公

・
篤
侍
者

・
晟
侍
者

・
土
侍
者
。
其
外
者
皆
若
衆
[
]
歌
衆
了
喜
。

　
マ
マ
　

其
外
京
衆

一
兩
人
。
少
年

衆
五
六
人

ア
リ
。
亂
酒
之
内
。
躍
抃
少
人

出
座
。
躍
三
番
。
躍
了
テ
歸
宅
之
時
。
躍
之
少
人

二
小
袖

一
ケ
。
座

よカ
カ

之
者

二
孔

口
三
緡
。
少
年
花
袞
栄
無
過
之
。
於
五
條
終
日
雖
抃
躍
。

孔
方
不
過

一
緡
。

『日
録
』
は
右

の
よ
う
に
記
す
。
こ
の
日
、
少
年
衆

の
躍
り
を
承
章
は
中

　
　

　

央
正
面
に
て
見
物
し
て
い
る
。
記
事
に
は
少
年
衆
が
わ
ず

か
な
時
間
で
平

常
時

の
褒
賞

の
何
倍
も
受
け
た

こ
と
に

=

刻

二
〆
如
此
者
非
幸
也
」
と
、

戒

め
の

一
文
を
副
え
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
承
章
た
ち
尊
丈
に
向
け
て
の

言
葉

で
も
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
後
、
慶
長
十
年
正
月
十

二
日
に
は
、
「
七
種
香
」
、
同
十
月
五
日
、

同
十
四
年
十
月
十
七
日
、
十
五
年
閏
二
月

一
日
の
仏
事

に
承
章

の
名
前
が

み
え
る
も

の
の
特
筆
す
べ
き
も
の
は
な
い
。
と
も
あ
れ

一
例
で
は
あ
る
が
、

承
章

は
禅
僧
と
し
て
の
修
行

の

一
端
と
し
て
幼
少

の
頃
よ
り
日
常
的

に
芸

能

に
親
し
む
…機
会

に
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
知
れ
る
。

こ
の
こ
と
は
後
の

文
化
人
承
章
を
形
成
し
て
い
く
上
で
の
根
幹
と
な

っ
て
い
る
筈
で
あ
る
。

慶
長
十
六
年
八
月
二
十
日
の
条
に
、

念
日
、
予
也
為
十
九
歳
。
秉
拂
遷
寮

　
ア

　

と
、
十
九
歳

で
秉
払
に
な

っ
た
承
章
自
か
ら
の
執
筆
記
事
が
あ
る
。

　
　

　

『鹿
苑
日
録
』
七
十
九

に
は
、
承
章

の
日
録

「日
用
集
」
三
冊
が
所
収
さ

れ
て
い
る
。
『鹿
苑
日
録
』
第
六
巻

の
凡
例

に
は
次

の
よ
う
な
記
述
が
あ

る
。

一
、
鳳
林

ノ

「
日
用
集
」
及
ビ
覺
雲
ノ

「
日
伴
録
」

ハ
何

レ
モ
其

ノ

秉
拂
記

ニ
シ
テ
。
云
々

「日
用
集
」
三
冊
は
、
首
座
と
な

っ
た
禅
僧
承
章

の
秉
払
記
録

で
あ
る
こ

と
を
示
す
。
「日
用
集
」
に
つ
い
て
は
、
禅
僧
承
章

の
研
究
上
、
注
目
す

べ
き
資
料
と
考
え
る
が
、
本
稿
と
は
趣
旨
を
異
に
す
る
も
の
な
の
で
、

一
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文

の
紹
介

に
と
ど
め
て
お
く
。

慶
長
十
七
年
十
月

二
十
七
日
、
既
出
の
勧
修
寺
光
豊
が
三
十
八
歳

の
若

さ
で
死
去
す
る
。
『日
録
』
は
、

廿
八
日

(中
略
)
聞
勧
修
寺
中
納
言
訃
音
、
倩
才
公
遣
鳳
林
而
弔
矣

と
記
す
。
ま
た
、
翌
閏
十
月
十

日
に
誓
願
寺

に
於

い
て
、
葬
儀
、
埋
葬
が

行
わ
れ
た
こ
と
も
記
し
て
い
る
。
右
の
記
述
で
は
光
豊
は
中
納
言
と
あ
る

が
、
厳
密

に
い
え
ば
、

こ
の
三
日
前

に
権
大
納
言
従
二
位
に
叙
任
さ
れ

て

い
る
。
承
章
に
と

っ
て
も
勧
修
寺
家

一
門
に
と

っ
て
も
さ
ぞ
無
念
の
こ
と

　
　

　

で
あ

っ
た
に
相
違
な
い
。

以
上
、
承
章
九
歳
か
ら
二
十
歳
ま
で
の
事
跡
を

『鹿
苑
日
録
』
か
ら
若

干
み
て
き
た
。
『日
録
』
に
は
、

こ
の
後
、
「有
聯
句
」
「講
山
谷
詩
」
「漢

和
之
會
」
「詩
歌
會
」
等
文
芸
的
記
述
が
あ
る
も

の
の
、

い
ず
れ
も
以
上

の

「
□
」
の
こ
と
を
断
片
的
に
記
述
す
る
だ
け
で
、
何
も
明
ら
か
に
し
が

た
い
。
し
か
し
、
こ
れ
以
降

の
承
章

の
文
化
的
動
向

に
つ
い
て
は
、
近
世

初
期
に
編
ま
れ
た

『泰
重
卿
記
』
か
ら
充
分

に
探

る
こ
と
は
で
き
る
。

口

『泰
重
卿
記
』
(『史
料
纂
集
』
95
、
続
群
書
類
従
完
成
会
、
平
成
五
年
)
は

土
御
門
泰
重

(
一
五
八
六
～

一
六
六

一
)
の
慶
長
二
十
年
正
月
か
ら
寛
永

十
九
年

(
一
六
四
二
)
八
月
七
日

ま
で
の
記
録

で
あ
る
。
泰
重

は
安
倍
晴

明
を
祖
と
す
る
陰
陽
頭
従
三
位

土
御
門
久
脩

の
長
子
で
あ
る
。
土
御
門
家

は
、
晴
明
以
来
陰
陽
道
、
天
文
道
を
も

っ
て
歴
代
朝
廷

に
仕
え
た
。

一
時

期

に
は
賀
茂
氏
中
絶
に
よ
り
、
造
暦

の
業
も
担

っ
て
い
た
が
、
泰
重

の
代

に
幸
徳
井
友
景

に
譲

っ
て
い
る
こ
と
が
、
『泰
重
卿
記
』
元
和
二
年
九
月

十
八
日
、
廿
九
日
条
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
。

承
章

の
母
雲
松
院

(生
年
不
詳
)
は
、
こ
の
土
御
門
家

の
出
自

で
あ
り
、

久
脩

の
兄
弟
姉
妹

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
泰
重
と
承
章
は
従
兄
弟
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
も
踏
ま
え
、
『泰
重
卿
記
』
を
参
看
し
て
、
泰
重
と
の
交
遊

を
通
し
て
承
章

の
文
化
的
動
向
を
考
察
し
て
み
る
。

『泰
重
卿
記
』
(以
下
、
本
稿
で
は
底
本

の
原
題
で
あ
る

『日
次
記
』
と
記

す
)
に
於

い
て
、
最
初

の
交
遊
が
み
ら
れ
る
の
は
慶
長
二
十
年
三
月
二
十

一
日
の

一
乗
院

(後
水
尾
天
皇
実
弟
)
里
房
で
の
漢
和
聯
句
会

で
あ
る
。

　　
　
　

廿

一
日
、
雨
晴
、
漢
和
聯
句
興
行
仕
候
、

一
乗
院
殿
御
里
房
借
申
候
、

　　
　
　
　

　ゑ
ゑ
ビ

連
衆
阿
野

・
山
科

・
滋
野
井

・
古
澗

・
能
札
父
子

・
鹿
苑
寺

(鳳
林
承
章
)

(上
)

章
首
座

・
竹
田
正
甫
以
下

八
人
、
予
共
九
人
也
、
夜

ノ
四
時
分
滿

シ

申
候
。

『日
次
記
』
は
興
行
場
所
、
連
衆
等
を
記
す
。
こ
の
当
時
、
二
十
三
歳

の

承
章

は
鹿
苑
寺
首
座
と
し
て
活
躍
中
で
あ

っ
た
。
連
衆

の
中

に
は
細
川
幽

斎

の
弟
子
と
し
て
、
後
陽
成
天
皇
、
中
院
通
勝
、
三
条
西
実
隆
、
島
津
義

久
、
松
永
貞
徳
、
鳥
丸
光
広
等
と
肩
を
比
べ
た
阿
野
実
顕

の
名
も
み
え
る
。

会
は
夜
の
四
時

(午
後
十
時
)
頃
満
韻
と
な

っ
て
い
る
。

同
四
月
七
日
の

『日
次
記
』

に
は
、
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レま
り　
セ
　　
　
　ま
　
り　
ロ　
ロ　
が　
　

七

日

、

晴

天

、

運

松

院

殿

北

山

鹿

苑

寺

振

舞

御

入

候

、

予

被

招

候

故

　　
　

参

候

、

終

日

遊

山

と

も

な

り

、

句

韵

七

冊

兩

足

院

へ
返

申

候

。

こ
の
日
承
章

の
母
雲
松
院
と
と
も
に
泰
重
は
鹿
苑
寺

に
招
待
さ
れ
、
終

日
遊
山
し
て
い
る
。
ま
た
記
事

に
は
、
両
足
院
の
東
鋭
利
峯
よ
り
拝
借

の

「句
韵
」
本
七
冊
を
返
却

し
た
旨

も
記
す
。
『日
次
記
』
に
よ
る
と
、
「句

韵
」
は
正
月
二
十
三
日
に
禁
中

よ
り
泰
重

に
両
足
院

へ
の
遣
い
が
命
じ
ら

れ
、
二
月
八
日
に
両
足
院
よ
り
泰
重
に
五
冊
が
届
け
ら
れ
、
禁
中

に
差
出

す
。
十
九
日
に
そ
の
内
の
二
冊
が
返
却
さ
れ
た
が
、
二
十
三
日
に
は
五
冊

を
上
申
す
る
。
四
月
二
日
に
は
七
冊
が
返
却
さ
れ
る
。
翌
三
日
に
は
両
足

院
よ
り
新
た
に
五
冊
届
き
、
上
申
し
た
。
二
十
四
日
に
は
二
冊
返
却
が
あ

　　
　

り
、
六
月
二
十
二
日
に
都
合
十

一
冊
が
返
却
さ
れ
た
。

元
和
元
年
九
月
十
日
に
は
、

土
御
門
久
脩

の
接
待
記
録
が
あ
る
。

　　
　　
に　
な
ま
　　　
　
　

　　
ゆ　
ロ　
　　
そ　
ま
　　
　　
　　
ナ
　　
ロ　
り　
り　
　　

十

日

、

晴

天

、

雲

松

院

殿

・

鹿

苑

寺

兄

弟

伊

達

讃

岐

守

各

振

舞

二
家

君

御

呼

、

終

日
遊

興
也

、

風

呂

な

ど

御

爆

也

、

右

の
記
述
で
は
、
現
在
ま
で
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
承
章
の
兄

(元

大
善
院
行
源
と

い
う
僧
)
伊
達
讃
岐
守
が
登
場
す
る
。
こ
の

『日
次
記
』

の
記
述

に
よ
り
、
承
章

の
兄
五

人
す
べ
て
が
明
ら
か
と
な
る
。

元
和
三
年
三
月
十
七
日
の

『
日
次
記
』
に
は
、

　　
　
　

十
七
日
、
壬
申
、
晴
、

(中
略
)
雲
松
院
殿
相
渡
申
候
、
折
節

鹿
苑

　
　
　
　
　

寺
参
會
、
詩
哥
催
被
申
候
由
、
兩
人
共
詩
哥

一
首

ツ
、
讀
侍
早
、

と
、
鹿
苑
寺
詩
歌
会

に
於

い
て
、
雲
松
院
、
泰
重
、
と
も
に
詩
歌
を

一
首

詠
ん
で
い
る
。

同
四
月
十
三
日
に
、
承
章

は
泰
重

に
従

っ
て
後
陽
成
院
に
祗
候
し
て
い

る
。
承
章

は
、
こ
の
年

(元
和
三
年
丁
巳
)
の
初

め
て
の
祗
候

の
よ
う
で

あ

っ
た
。

十
三
日
、
丁
未
、
院
御
所
様
和
哥
十
首
、
又
色
紙
十
三
枚
上
申
候
、

何
に
て
も
哥
被
遊
候
や
う

二
と
申
上
候
、
北
山
鹿
苑
寺
當
年
御
礼
致

伺
公
候
、
予
同
道
申
、
御
盃
頂
戴
被
申
候
、
今
月
晴
天
、
入
夜
雨
洒
、

泰
重
は
後
陽
成
院

へ
、
和
歌
十
首
、
色
紙
十
三
枚
を
献
上
し
、
何
が
あ

っ
て
も
和
歌

の
道
だ
け
は
励
ま
れ
る
よ
う
に
と

の
言
葉
も
添
え
て
い
る
。

こ
の
言
葉

に
は
、
前

々
年

の
元
和
元
年

に
徳
川
幕
府
よ
り
発
布
さ
れ
た

「禁
中
并
公
家
諸
法
度
」

の
第

一
条
を
踏
ま
え
て
の
泰
重

の
言
上

で
は
な

か

っ
た
ろ
う
か
と
推
察
す
る
。
し
か
し
、
四
ケ
月
あ
ま
り
後
の
元
和
三
年

八
月
二
十
六
日
に
、
わ
ず
か
四
十
八
歳

の
若
さ
で
後
陽
成
院

は
崩
御
す
る
。

泰
重
三
十

一
歳
、
承
章
二
十
五
歳

の
時

の
こ
と
で
あ

っ
た
。

次

に
は
、
承
章
が
後
水
尾
天
皇
時
、
初
め
て
参
内
し
た
記
録
が
あ
る
。

元
和
四
年
閏
三
月
九
日
の

『日
次
記
』
に
は
、
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九
日

戊
戌
、
雨
天
、
従
早
朝
召
候
、
并
御
番
、
御
前
参
、
御
雜
談

　　
　
　
ロ　

　
こ

　　
ま
　
　

共
也
、
次
鹿
苑
寺
章
首
座

初
而
御
礼
勧
修
寺
弟
也
、
章
句
被
申
上
、

　　
　　
ヨ
　
フア
　
ロ　
　
　
　

漢
和
聯
句
八
句
在
之
候
、
其
以
後
退
出
、
別
殿

い
つ
の
宮
様
御
殿

行
幸
、
予
、
鹿
苑
寺
同
道
仕
致
同
公
候
、
御
振
舞
、
其
以
後
又
御
前

　　
　

致
伺
公
、
狂
句

・
俳
偕
數
多
御
座
候
、
別
殿
御
盃
御
ト
ヲ
リ
、
始

二

天
酌
、
四
辻

・
阿
野

・
富
小
路

・
予
、
忝
事
候
、
予
外
様
之
故
、
取

分
有
難
事
候

と
あ
り
、
承
章
は
漢
和
聯
句

の
章
句
を
詠
ん
で
い
る
。
こ
の
日
の
承
章

の

章
句
に
つ
い
て
は
不
明

で
あ
る
が
、
後
水
尾
天
皇
が
承
章
の
章
句
を
認
め

た
と
み
ら
れ
る
記
述
が

こ
の
後

の
十
七
日
、
十
八
日
の

『日
次
記
』
に
窺

う
こ
と
が

で
き
る
。

十
七
日
、
丙
午
、
晴
、
從
禁
中
北
山
鹿
苑
寺
漢
和
章
句
申
上
候
様

二

と
被
仰
下
候
条
、
畏
給
候
由
申
上
候

十
八
日
、
丁
未
、
晴
、
今

日
鹿
苑
寺

へ
人
遣
候
、
上
句
畏
候
由
來
候

と
記
す
。
す
な
わ
ち
、
十
七
日

に
泰
重
を
介
し
て
、
禁
裏
よ
り
承
章

へ
漢

和
章
句

の
下
命
が
あ

っ
た
。
十

八
日
に
泰
重
は
鹿
苑
寺
に
遣

い
を
出
し
た

と
こ
ろ

「上
句
畏
候
」
と
承
章

か
ら
の
返
事
が
あ

っ
た
。

こ
の
後
、
承
章
は
漢
和
章
句

の
才
能
を
認
め
ら
れ
た
こ
と
で
、
寛
永
中

期
か
ら
寛
文
中
期

(
一
六
一二
〇
～

一
六
六
八
)
頃
ま
で
、
「宮
廷
文
化
サ

ロ

ン
」

の
中
心
的
存
在
と
な
る
の
で
あ
る
。

こ
の
頃

の
承
章

の
漢
詩

の
評
価
を
伝
え
る
も

の
の

一
つ
に
、
藤
原
惺
窩

(
一
五
六

一
～

一
六

一
九
)
と
の
交
遊
が
あ
げ
ら
れ
る
。
藤
原
為
経
編

『惶

　　
　

窩
先
生
文
集
』
巻
之
五
に
次
の
よ
う
な
七
言
律
詩
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

〔次
鹿
苑
寺
章
禪
師
詩
韻
〕

次
韻
鹿
苑
寺
鳳
林
座
元
試
筆
二
首

乾
綱
地
位
攝
二
坤
維
。
出
寺
吟
行
奈
二好
奇
。
詩
思
熟
時
禪
亦
熟
。
潘

花
祗
樹
樹
林
枝
。

上
下
東

西
南
北
維
。
月
從
雪
夜

是
皆
奇
。
晝

前
刪
後

詩
耶
易
。

ロ
　
　
ロ

鑿
破
乾
坤
梅

一
枝

　ね
　

元
和
五
年
正
月

に
、
承
章

の
試
筆
試
韻
に
惺
窩
が
次
韻
を
お
く

っ
た
も

の
で
あ
惹
。
残
念
な
が
ら
生
前

の
惺
窩
と
承
章

の
交
遊
を
示
す
も

の
は
、

わ
ず
か
に
こ
の
漢
詩

の
み
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
承
章

の
試
筆
詩

に

惶
窩
が
次
韻
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
日
本
朱
子
学

の
開
祖
で
あ
り
、

近
世
文
芸
復
興

の
先
達
と
も
な

っ
た
惺
窩

の
承
章

へ
の
最
大

の
評
価
と
い

え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

な
お
、
二
人
の
交
遊
は
惺
窩

の
死
後

に
お

い
て
も
続

い
て
い
る
。
『隔

萱
ハ記
』
慶
安

四
年

(
一
六
五

一
)
九
月
十
二
日
に
次

の
記
事
が
み
ら
れ
る
。

十

二

日
、
於

林

光

院
、
有

齋
。
被

請
、
予

赴

林

光

院

也
。
妙

　　
　
　
　
　

壽
院
勝
歛
先
生
三
十
三
回
忌
也
。
僭
衆
拾

一
人
也
。
予
燒
香
被
相
頼

也
。
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さ
ら
に
、
二
十

八
日
に
は
追

善
作
詩
を
し
て
い
る
。
記
事
に
は
、

　　
　
　
　
　

廿
八
日
、

(前
略
)
赴
下
冷
泉
爲
景
朝
臣
、

惺
齋
公
三
十
三
回
之
追

善
拙
詩
令
持
参
也
。

　
お
　

と
あ
る
。
二
十
八
日
の
記
述

に

「下
冷
泉
為
景
」
と
あ
る
の
は
、
惺
窩

の

嫡
男

で
あ
る
が
、
為
景
の
こ
と
は
後
述
す
る
と
し
て
、
稿
を
例

の
章
句

に

戻
そ
う
。
元
和
四
年
閏
三
月
二
十
二
日
に
、
承
章
は
章
句

の
こ
と
を
泰
重

に
相
談
す
る
。
同
日
の

『
日
次

記
』
に
は
、(鳳

林
承
章
)

廿
二
日
、
辛
亥
、
晴
、
北

山
鹿
苑
寺
章
仕
、
予

二
為
談
合
被
来
候
条
、

則
長
橋
御
局

へ
ま
て
同
道

申
候
て
御
被
露
申
候
處
、
中
御
門
宰
相
御

使
、
上
句
相
定
、
則

一
巡
懐
帋
被
上
候
也
、
御
局
御
出
合
候
て
大
御

酒
、
事
外
御
し
ひ
候
故
況
醉
申
候
也
、

と
あ
る
。
泰
重
は
承
章

と
連
れ
立

っ
て
長
橋

の
局
に
出
か
け
、
章
句
を
見

せ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
中
御
門

宣
衡
か
ら
の
使
い
が
来

て
、
上
句
は

一
巡

懐
紙

に
決
定
し
た
と
の
報
告
を
う
け
る
。
後

は
慣
例

の
如
く
酒
宴
が
あ
り
、

勧
め
ら
れ
る
ま
ま
に
大
酒
と
な

っ
て
況
酔
し
た
と
泰
重
は
記
し
て
い
る
。

同
四
月
十
二
日
に
は
、
禁
中

よ
り
泰
重
を
介

し
て
承
章

に
再
巡

の
命
が

下
さ
れ
る
。

八
月
十

一
日
の
禁
中
漢
和
聯
句
会
は
次

の
よ
う
で
あ

っ
た
。

十

一
日

、

丁

卯

、

雨

天

、

御

會

漢

和

聯

句

、

御

製

和

漢

共

被

遊

候

、

　　
　
　　

　　
　
　
　
ホ　
　

予

和

一
句

仕

候

、

四

吟

也

、

阿

野

宰

相

・

鹿

苑

寺

・
予

等

也

、

執

　　
　
　

筆

阿

野

少

將

也

、

四
時

分

相

漫

申

候

、

御

格

子
半

夜

之

過

、

と

『日
次
記
』
は
記
す
。

こ
の
日

の
聯
句
会
で
は
、
天
皇
は
和

・
漢
と
も

に
詠
じ
、
泰
重
は
和
を

一
句
詠
ん
だ
と
あ
る
。
漢
和
聯
句
は
、
天
皇
、
実

顕

・
泰
重

・
承
章
の
四
吟

で
、
四
時
分

に
閉
会
と
な

っ
て
い
る
。

同
十
月
七
日

の

『日
次
記
』
は
禁
中

で
歌
舞
伎

見
物
が
あ
り
、
「北

　　
　
　
　
　

山
鹿
苑
寺
召
候
」
と
、
承
章
も
招
か
れ
て
い
る
。
十

一
月
十
三
日
に
は
、

相
国
寺
雪
岑
梵
崟
主
催

の
漢
和
聯
句
会

で
承
章
は

「
漢
」
方
を
受
け
持

っ

た
こ
と
を
記
す
。
同
二
十
九
日
の

『日
次
記
』
で
も
、
禁
中
聯
句
会

で
漢

句
を
勤
め
た
こ
と
が
わ
か
る
。

廿
九
日

甲
寅
、
晴
、
(中
略
)
禁
中
御
會
之
故
朝
参
仕
候
、
主
上

　　
　
　

漢
也
、
西
園
寺
黄
門
公
盆
卿

・
中
院
宰
相
通
村
卿

・
阿
野
宰
相
實

(舜
岳
玄
光
)

(鳳
林
承
章
)

顯
卿

・

光
西
堂

・
章
首
座

・
予
、
和

ニ
ハ
近
衛
殿

・
西
洞
院
宰
相

父
子
時
慶
卿

・
時
直
朝
臣
、
四
辻
宰
相
季
繼
卿
、
高
倉
中
將
嗣
良
朝

臣
、
以
上
十
二
人
也
、
御
會
半
夜
過
相
終
候
也
、

漢
句
は
、
後
水
尾
天
皇
を
は
じ
め
、
西
園
寺
公
益
、
中
院
通
村
、
舜
岳

玄
光
、
承
章
、
泰
重
で
あ
り
、
和
句
は
後
水
尾
天
皇
実
弟
近
衛
信
尋
、
実

顕
、
西
洞
院
時
慶
、
時
直
父
子
、
四
辻
季
継
、
高
倉
嗣
良
で
あ
る
。
連
衆

の
半
数
は
、
近
世
初
期

の
文
化
事
情
を
後
世
に
伝
え
る

「日
記
」
等
の
著
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述
を
残
す
人
々
で
あ
る
。

承
章

・
泰
重
は
既
述

の
如
く

で
あ
る
が
、
そ
の
他
、
時
慶
は

『時
慶
卿

記
』
(原
題
は

「雑
略
記
」)、
通
村

に
は

『中
院
通
村
日
記
』
、
信
尋
に
は

『本
源
自
性
院
記
』
、
そ
し
て
、
後
水
尾
天
皇
に
は

『後
水
尾
院
日
次
記
』

が
あ
り
、
実
顕
は

『阿
野
実
顯
等
歌
道
消
息
』

の
歌
学
書
が
、
そ
れ
ぞ
れ

残
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
こ
の
日
の
事
は

『時
慶
卿
記
』

の
同
月
同
日
条
に
も
次

の
よ
う

に
記
す
。

廿
九
日
、
天
晴
、
日
暖

二
〆
又
寒
、

一
、
公
宴
漢
和
御
會
参
勤
候
、

初
タ
ル
御
人
數
也
、
西
園
寺
中
納

丶
丶
光
、
鹿
苑
寺

丶
丶
丶

中
院

宰
相
、
四
辻
宰
相
、
高
倉
、
土
御
門
中
務
、
予
、
阿
、
時
直
、
陽
明

御
参
、
已
上
十
二
人

・
丶

丶
也
、
夜
半
過
前

二
満
、
泰
重
申
而
云
学

星
ト
云
客
-
出
ト
、
則
見

へ
大

ニ
メ
光
多
カ
ラ
ス
キ
丶
丶
丶
丶
二
隨
。

弐
問
計
間
有
テ
在

・

(略
)
。

底
本
に
も

「雑
略
記
」
と
あ
る
よ
う
に
、
断
片
的
で
大
概
な
内
容
は
や
む

を
え
な

い
と
は
い
え
、
人
称
の
省
略
等
も
は
な
は
だ
し
く
、
参
会
者
の
全

容
も

『泰
重
卿
記
』
に
よ
り
、

よ
う
や
く
判
明
す
る
。

元
和
五
年
二
月
八
日
に
は
、
国
母
近
衛
前
子

(中
和
門
院
)
が
鹿
苑
寺

を
御
忍
び
で
遊
山
さ
れ
た
記
事
が
あ
り
、
同
十
九

日
に
は
、
女
院
御
所

(新
上
東
門
院
)
か
ら
、
承
章
と
泰
重

に
招
待
が
あ

っ
た
。
同
二
十
七
日
に

は
禁
中
聯
句
会
が
催
さ
れ
、
承
章
も
参
会
し
た
が
、
特
筆
す
べ
き
こ
と
は

な

い
。

同
年
十

一
月
十
四
日
の

『日
次
記
』
に
は
既
出

の
承
章

の
兄
伊
達
讃
岐

守

の
訃
報
を
記
す
。

十
四
日

癸
巳
、
晴
、
勧
修
寺
連
枝
伊
達
讃
岐
守
死
去
也
、
家
君
之

甥
也
、
鹿
苑
寺
來
入
、
力
落
之
由
申
入
候
、
家
君
、
予
無
忌
、
姑
又

姉
妹
之
子
無
服
旧
記

二
有
之
也
。

「力
落
之
由
申
入
候
」
と
承
章

の
愁
嘆
の
言
葉
を
副
え
て
い
る
。

以
上
、
『泰
重
卿
記
』
第

一
に
取
材
し
て
、
承
章
二
十
三
歳

か
ら
二
十

七
歳
ま
で
の
動
向
を
考
察
し
た
。

鳳
林
承
章
は
二
十
六
歳
で
宮
廷
文
化
サ
ロ
ン
へ
の
デ
ビ

ュ
ー
を
果
た
し
、

漢
和
聯
句

の
才
能
を
後
水
尾
天
皇

に
認
め
ら
れ
る
に
至
り
、
以
後
半
世
紀

に
お
け
る
後
水
尾
天
皇
と
の
交
遊
が
続
け
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ

に
は

従
兄
土
御
門
泰
重

の
厚
い
支
援
が
根
幹
と
な

っ
て
い
る
こ
と
は
改
め
て
い

う
ま
で
も
な
い
。

次

に
は
、
承
章
二
十
八
歳
か
ら
三
十
二
歳
ま
で
の
動
向

に
つ
い
て
、
引

き
続
き

『泰
重
卿
記
』
第
二

(『史
料
纂
集
』
m
、
続
群
書
類
従
完
成
会
、

平
成
十
年
)
か
ら
さ
ぐ

っ
て
み
る
。

『泰
重
卿
記
』
第
二
に
お
け
る
承
章
に
つ
い
て
の
最
初

の
記
録
は
、
元
和

六
年
九
月
十
三
日
で
あ
る
。
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『隔莫記』以前の鳳林承章の文化的動向

十
三
日
、
丁
亥
、
晴
、
東
禧
寺
韓
長
老
東
坡
講
釋
、
於
御
前
勤
之
、

(智
仁
親
王
)

(良
恕
親
王
)

近
衛
殿
左
府

・

八
條
殿

・
曼
殊
院
宮

竹
門
也
。
青

蓮
院
門
跡

・
阿

野

・
中

院

・
略
購

("化
汕
覇
傑
雌

・
東
嗾
攤

・
菊

亭

・
礁
囃

・
覊
欅

・

　　
　
　

　　
　
　
　
　

　　
　

　　
カ
　

　　
　　
　
　
　

広

橋

・
予

等

也

、

僧

衆

藤

長

老

・
古

襴

・

閣

長

老

・
盆

長

老

・

(剛
外
令
柔
)

(利
峯
東
鋭
)

(最
岳
元
良
)
(慈
稽
)

(鳳
林
)

柔

長

老

・

鋭

長

老

・
光

西

堂

・
良

西

堂

・
勝

西

堂

・
承

章

是

ハ
平

　ガ　
　
　　
ば
　
じ

　　
　
エ
ホ
　
　　

僧

ト
イ

ヘ
ト
モ
勧
修
寺

子
息

タ
ル
ニ
ヨ
ツ
テ
不
苦
候
、

啅

長

老

、

隣

首

座

　　
　
　

於

御

縁

聽

也

、

無

御

對

面

也

、

講

尺

以

後

御

振

舞

、

又

召

、

聯

句

一

句

ッ

・
仕

、

各

歸

宅

也

、

崇
伝
、
林
道
春

(羅
山
)
等
か
ら
前
代
未
聞

の

「
い
い
が

か
り
」
を

つ
け

ら
れ
、
や
が
て
豊
臣
家
は
滅
亡
に
追

い
込
ま
れ
た
こ
と
は
周
知

の
通
り
で

あ
る
。
結
果
的
に
清
韓

の
詩
は
徳
川

に
利
用
さ
れ
、
家
康

の
策
略
に
与
し

た
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
従

っ
て
徳
川
か
ら
何

の
咎
め
も
な
く
、
以
後
こ

の
よ
う
に
東
福
寺
長
老

の
ま
ま
古
典
講
義
等
を
教
授
し
、
近
世
初
期
の
古

典
受
容
に
貢
献
す
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

十

一
月
二
十
七
日

の
禁
中
聯
句
会

に
つ
い
て
は
、
特
筆
す
べ
き
も
の
は

な
い
。
た
だ
い
つ
も
通
り
の
聯
句
会
、
す
な
わ
ち
連
衆
、
終
了
時
等
を
記

す
も
の
で
あ
る
。
翌
十
二
月
十

一
日

の

『日
次
記
』
は
、

こ
の
日
禁
中
に
於

い
て
、
東
福
寺
長
老
文
英
清
韓
に
よ
る

『東
波
』
十

四
巻
が
講
義
さ
れ
て
い
る
。
陪
聴

の
面
々
は
、
『日
次
記
』
で
み
る
よ
う

に
、
天
皇
を
は
じ
め
と
す
る
宮
家

・
門
跡
寺
院

・
公
家

・
五
山
の
長
老
で

あ
る
。
承
章
も
首
座
と
い
う
身
分
か
ら
す
る
と
、
当
然
、
琢
甫
宗
燐
と
同

じ
く
首
座

の
身
と
し
て
、
廊
下

で
の
聴
講
と
な
る
。
し
か
し
、
わ
ざ
わ
ざ

泰
重
が
記
す
よ
う
に
、
勧
修
寺
家

の
子
息

と
い
う
身
分
で
も
あ

る
こ
と
か

ら
、
平
僧

で
あ

っ
て
も

「不
苦
候
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
日
の
講
義
内
容
、
す
な

わ
ち

『東
波
』
十
四
巻
目
は
、
後
水
尾
天

皇
の
希
望

で
あ

っ
た
こ
と
を
前

々
日
十

一
日
の

『日
次
記
』
は
伝
え
る
。

と

こ
ろ
で
、
講
師

文
英
清

韓

(P
～

一
六

一
二
)
は
、
慶
長

二
十
年

(元
和
元
年
)、
大
坂

の
陣
で
、
文

字
通
り
引
き
金
と
な

っ
た

「方
広
寺
鐘

銘
事
件
」

の
立
役
者
の

一
人
で
あ
る
。
清
韓
作
の
鐘
銘
詩
が
、
徳
川
家
康

を
呪
咀
し
た
も
の
で
あ
る
と
の
家
康
及
び
そ
の
ブ

レ
ー
ン
で
あ
る
金
地
院

　　

　
ご

十

一
日
、
甲
寅
、
雨
天
、
北
山

へ
振
舞
、
雲
松
院

・
家
君

・
予

・

小
川
坊
城
参
候
、
入
夜
歸
宅

と
あ
る
。
承
章
は
母
雲
松
院
、
叔
伯
父
土
御
門
久
脩

・
泰
重
父
子
及
び
小

　ぬ
　

川
坊
城
家
を
継
承
し
た
兄
俊
昌

の
子
俊
完

(と
し
さ
た
)
を
招
き
、
水
入

ら
ず

の
振
舞
を
し
て
い
る
。
な
お
、
甥

の
坊
城
俊
完
と
は
こ
の
後

『隔
萱
ハ

記
』

の
時
代
に
入
り
、
種
々
の
係
わ
り
を
持

つ
が
、
承
章
と
俊
完

の
交
遊

に
つ
い
て
は
、
今
後
充
分
検
証
し
、
稿
を
改

め
報
告
す
る
予
定
で
あ
る
。

明
け
て
元
和
七
年

二
月
二
日
に
は
禁
中
に
於

い
て
大
掛
か
り
な

「懸
物

香
」
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
様
子
を

『日
次
記
』
は
次

の
よ
う
に
伝
え

る
。

獅

二
日
、
甲
戌
、
晴
、

(中
略
)
其
以
後
懸
物
思
案
仕
候
、
水
引

三
百
把



其

入

程

折

用

意

仕

、

其

上

銘

に

ハ
う

な

わ

と

書

付

申

候

、

持

参

酉

刻

(中
和
門
院
前
子
)
(聖
秀
女
王
)

(文
高
女
王
)

伺

公

仕

候

、

頓

而

始

候

、

主

上

・
女

院

・

曇

華

院

殿

・

大

聖

(光
照
)

(盆
(繚
))

(中
御
門
V

　　
　
院
殿

・

孝
勝
院

殿

・
近

衛

殿

左

府

・
青
蓮
院

殿

・
資
胤
卿

(宣
季
)(鎮
山
尊
貞
)
(正
親
町
三
条
)

大
納
言

・季
宣
卿

同

・
實
有

卿
中
納
言

・
季

繼

卿

同

・
宣
衡
卿

同

・

(中
院
)

(今
出
川
)

(四
辻
)

(高
倉
)

(中
御
門
)

通
村

卿

同
・
之

仲

卿

三
位

・
嗣
良

朝

臣

・
予

・

章
西
堂

鹿
苑
寺

(勧
修
寺
)

(鳳
林
承
章
澤充
房
)

光
豊
卿
弟
、
各
車
座
相
井
居
、
御
香
焼
物
也
、
火
本

ハ
万
里
小
路
入
道
也
、

七
娃
之
衆
實
有
卿

・
嗣
良
朝
臣

・
章
西
堂
、
予
三
娃
也
、
三
人
御
懸

物
見
取
也
、
其
次
鬮
取
也
、
章
西
堂
上
様
之
拜
領
、
長
持

二
五
色
之

　　
　

巻
物
と
ん
す
五
巻
也
、
御
銘

ハ
女
さ
う
そ
く
と
あ

る
也
、
五
き
ぬ
と

い
う
御
心
な
る
よ
し
う
け
給
候
、
女
院
御
所
白
き
御
小
袖

一
重
嗣
良

朝
臣
拜
領
也
、
さ
や
二
巻
近
衛
殿

・
實
有
卿
拜
受
也
、
其
以
後
事
外

大
御
酒
也
、

こ
の
日
、
僧
籍

に
あ
る
者
は
承
章

の
み
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
承
章

の
名

に

「光
豊
弟
」
と
泰
重
が
記
す

の
は
、
勧
修
寺
家
の

一
人
と
し
て
参
会
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
を
強
調
し

た
い
が
た
め
で
あ
ろ
う
か
。

十
焼
の
う
ち
七
娃
を
聞

い
た

の
は
、
承
章
、
正
親
町
三
条
実
有
、
高
倉

嗣
良

の
三
人
で
、
泰
重
は
三
娃

で
あ

っ
た
。
七
姓

の
三
人
は
そ
れ
ぞ
れ
籖

引

で
懸
物
を
賜
る
。
天
皇

の
懸

物
、
銘

「
女
そ
う
そ
く
」
(装
束
か
)
と

い
う
長
持
入
り
五
色
緞
子
五
巻

は
承
章
、
中
和
門
院

の
懸
物
、
白
小
袖

一

重
は
嗣
良
、
近
衛
信
尋

の
紗

二
巻
は
実
有
が
そ
れ
ぞ
れ
引
き
あ
て
た
。
懸

物
に
思
案

し
た
あ
げ
く
、
折
箱

入
り
の
水
引
三
百
把
、
銘

「
う
な
わ
」

(鵜
縄
か
)
の
泰
重

の
懸
物

に

つ
い
て
は
記
さ
れ

て
い
な

い
。
何

ら
か

の

理
由
で
記
し
忘
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

同
二
十
三
日
の
禁
中
聯
句
会

の
御
連
衆
は
、
十
四
人
の
う
ち
十
二
人
ま

で
が
僧
籍
で
、
こ
れ
は
前
年
十

一
月

二
十
七
日
と
同
様

で
あ

る
。
『日
次

記
』

に
、

廿
三
日
、
御
聯
句
卯
刻
始
也
、
申
上
刻
二
相
漫
也
、
供
御
兩
度
被
下

候
、
僧
退
出
之
時
杉
原
十
帖
、
銀
子
貳
枚

ッ
・
各
拜
領
也
、
忝
候
由

被
申
候
、
其
以
後
退
出
也
、
予
御
番
之
故
後
又
召
御
前
、
今
日
之
句

共
御
穿
鑿
有
之
也
。

と
、
会

は
卯

の
刻

(午
前
六
時
)
に
始
ま
り
、
申
上
刻

(午
後
三
時
)
に

満
韻
と
な

っ
た
。
こ
の
間
、
二
度
の
食
事
が
あ
り
、
退
出
時
に
は
承
章
を

含
む
僧
籍
衆
に
は
杉
原
十
帖
、
銀
子
二
枚
宛
が
渡
さ
れ
た
。
「忝
な

い
こ

と
」
で
あ
る
と

『日
次
記
』
は
記
す
。

こ
の
日
の
聯
句
会

は
大
成
功

で
あ

っ
た
こ
と
が
、
退
出
時

の
有
様
か
ら
窮
え
る
。
ま
た
、
禁
裏
当
直

で
あ

っ

た
泰
重
は
、
天
皇
と
こ
の
日
の
聯
句

に
つ
い
て
、
共
に
吟
味
し
た
と
あ
る
。

八
月
二
十
八
日
の
聯
句
会
も
僧
衆
は
承
章
を
含
む
九
人
で
、
公
家

は
、

泰
重
、
西
園
寺
公
益
、
右
大
臣

一
条
兼
遐
の
三
人
で
、
申
上
刻

に
満
韻
と

な

っ
て
い
る
。
承
章
は
、
右
大
臣

一
条
兼
遐
と
は
こ
の
日
初
め
て
の
同
席

　
ほ
　

で
あ

っ
た
と

『
日
次
記
』
の
取
材
か
ら
推
察
で
き
る
。
こ
の
兼
遐
主
催

の

聯
句
会
が
、
同
十
二
月
九
日

の

『日
次
記
』

に
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

九
日
、
丙
子
、
晴
、
今
朝
從
番
所
退
出
、
さ
か
や
き
、
飯
後
伺
公
、
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少
遲
参
仕
候
、
各
朝
参
被
申
候
、
御
會
頓
而
相
始
也
、
午
時
主
上
出

御
、
御
聽
聞
、
晩
二
句
御
製
有
之
、
僧
衆
御
製
承
度
由
依
申
如
此
候
、

ロ

　　
　
　
　
　

左
右
方
共
御
製
玄
妙

之
由

被
申
候
也
、
公
家
衆

ニ
ハ

右
大
臣
殿

　　

　
　

但
此
度
御
催
也
、

西

園

寺

大

納

言

殿

・
高

倉

嗣

良

朝

臣

・
予

・
僣

(听
叔
顯
啅
)

(剛
外
令
柔
)

(鳳
林
承
章
)

(舜
岳
玄
光
)

衆

啅

長

老

・

柔

長

老

・

章

西

堂

・

光

西

堂

、

以

上

八

人

御

連

衆

也

、

初

夜

過

相

終

也

、

と
、
天
皇
は
午
時

(正
午
)
に
出
座
、

こ
の
日
は
聴
聞
の
予
定
だ
け
で
あ

っ
た
よ
う

で
あ
る
。
し
か
し
僧
衆
達

の

「御
製
」
懇
願
に
よ
り
、
晩
方
に

「
二
句
」
詠
む
。
そ

の
二
句
と
は
、
と
も
に

「左
右
方
共
御
製
玄
妙
之
由

被
申
候
也
」
と
評
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。
こ
の
日
の
漢
和
聯
句
は

『連
歌

合
集
』

(『大
日
本
史
料
』
十
二
編
、
元
和
七
年
年
末
雑
載
所
収
)
に
聯
句
総

て
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
全
句

を
紹
介

し
た
い
が
、
紙
面

の
都
合
上
句
数

の
み
を
紹
介
し
て
お
く
。

高 剛 听
倉 外 叔
嗣 令 顕
良 柔 啅

詠

者

111415
句
数

土 西_

ll萋

詠

者

111111
句
数

平 舜 鳳
松 岳 林
時 玄 承
興 光 章

詠

者

11212
句
数

 

右

の
表
に
は
、
『連
歌
合
集
』

の
62
番

の
平
松
時
興

の

一
句
を

『日
次

記
』

に
は
記
し
て
い
な
い
が
、
掲
出

し
た
。
こ
の

一
句
に
後
水
尾
天
皇

の

二
句
を
加
え
て
百
韻
と
な

っ
て

い
る
。

元
和
九
年
四
月
十
日
に
も

一
条
兼
遐
主
催

の
聯
句
会
が
あ
り
、
こ
の
句

会

に
は
、
前
出

の
平
松
時
興

の
名
が
み
え
る
。

『日
次
記
』
に
は
、

　　
　
　

十

日
、
庚
午
、
晴
、
午

時
少

雨

天
也
、

一
条

殿

御
聯

句
御

會
、

早
々
伺
公
仕
候
、
辰
刻
許
御
會
始
、

一
条
殿
御
遲
参
之
故
也
、
御
連

　
　
　
　

　　
　
　

衆

、

一
条

殿

・
鷹

司

殿

御

方

御

所

・
西

園

寺

大

納

言

殿

・
花

山

院

(鳳
林
承
章
)

(俊
甫
光
勝
)

　げ
　
　
　
　

　　
　
　

宰

相

・
時
興
朝
臣

・
予

・
僣

衆
啅

長

老

・
章

西

堂

・
勝

西

堂

・

　ま
ヨ
リ　
　
ル
　　
　

カ

ハ
ツ
テ

マ
タ
キ
ナ
ル

蛮

西

堂
、
以
上
十
人
也
、
予
大
章
句
申
候
、
物

換

也

竒

-
夏

予
緑
陰
蕣

咲

罎

藤
同

對
句
甲

餘
訂
梅
.
驫

、
牡
丹
茂
昌

棚
同
、
此
分
歟
、
實
不
覺
候
、
及
夕
陽
相
終
也
、

と
あ

る
。
兼
遐

の
遅
刻
で
、
会
は
辰

の
刻

(午
前
八
時
頃
)
に
始
ま

っ
た
。

泰
重

は
章
句
を
詠
み
、
そ
れ
に
梵
崟
が
対
句
を
詠
ん
で
い
る
。
し
か
し
、

梵
崟

の
句
に
つ
い
て
は
、
「実
は
よ
く
覚
え
て
い
な
い
」
と
泰
重

は
い
う
。

残
念
な
が
ら
、
承
章

の
句

に

つ
い
て
は
こ
の
時

の
み
な
ら
ず

『泰
重
卿

記
』
を
通
し
て
知
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
承
章
の
句
に

つ
い
て
は
、
前
述

の

『連
歌
合
集
』
の
他
は

『隔
萱
ハ記
』
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

次

に
、
元
和
十
年

(三
月
に
寛
永
と
改
号
)
二
月
四
日

の

『
日
次
記
』

に
は
、
禁
中
能
興
行
の
様
子
が
窺
え
る
。

マ
マ

四
日
、
戊
子
、
晴

朝
食
相
閙
早

ー
朝
参
、
公
家
衆
不
残
御
参
候
、

攝
家

・
親
王

・
宮
門
跡
御
参
、
御
能
始
也
、
御
振
舞
之
御
造
作

ハ
、

從
御
所
之
御
沙
汰
之
由
承
及
候
、
伊
賀

ハ
大
夫
方
之
事
計
肝
煎
之
由
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承

及

候

、

無

理

な

る

御

申

沙

汰

之

由

世

聞

風

聞

有

之

也

、

大

夫

ハ

　　
セ
　
　
　

八

候

殿

御

内

衆

大

膳

、

又

太

郎

八
、

又

澁

屋

末

子

与

吉

郎

・
同

孫

(有
節
瑞
保
)

(友
竹
紹
盆
)

(最
岳
元
良
)

(鳳
林
承

權

三

郎

等

也

、

五

山

衆

保

長

老

・

盆

長

老

・

良

長

老

・

章

西

　　　

　　
り　
の　
　
　

　　
い　
　　
　
じ

　　ヨ　　
　
ハ　
　

　　
れ　
じ

堂

・

光

西

堂

・

勝

西

堂

・

蛮

西

堂

、

玄

琢

伺

公

申

候

、

御

能

十

一
番

也

、

キ

リ
老

松

澁

屋

紀

伊

守

ツ

カ

マ
ツ

リ
候

也

、

庭

上

無

事

珎

重

也

、

未

刻

雨

降

。

と
、
能
会
は
、
禁
裏

の
命
令

で
板
倉
勝
重
が
催
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま

た
、
泰
重
は
、
こ
の
日
の
板
倉
勝
重

の
大
夫
方

へ
の
気
配
り
を
見
る
に
つ

け
、
「
こ
の
能
会

の
こ
と
で
、
大
夫
方

に
無
理
を

い
っ
た
と
の
世
間

の
風

聞
が
あ
る
が
…
…
」
と
言
葉
で
噂

を
肯
定
し
て
い
る
こ
と
が
記
述

に
汲
み

と
れ
る
。

こ
の
頃
の
能
大
夫

の
位
置

に

つ
い
て
、
堀

口
康
生
氏
は
、
「元
和

・
寛

永
の
頃

の
渋
谷
は
、
ど
う
や
ら

一
能
役
者

に
と
ど
ま

っ
て
い
な
い
位
置
を

　あ
　

占

め
て
い
る
」
と
、
「手
猿
渋
谷

の
二
百
年
」

(後
V
の
中
で
述
べ
る
が
、

右
の

『
日
次
記
』
で
の
板
倉

の
態
度

に
お
い
て
も
、
そ
の
こ
と
は
証
明
さ

れ
よ
う
。

　レ
　

能
は
十

一
番
あ
り
、
最
後
は
渋
谷
紀
伊
守
の

「老
松
」
で
し
め
く
く
ら

れ
て
い
る
。

寛
永
元
年
八
月
十
五
日
に
は
、
禁
中
詩
歌
会

の
記
事
が
あ
る
。

十
五
日
、
丁
酉
、
晴
、
午
時
雨
降
、
飯
後
伺
公
朝

ハ
行
水
神
事
如
常
、

今
日
依
為
明
月
詩
哥
會
有

之
也
、
御
人
數
次
第
不
同
、
關
白
殿

・

(好
仁
親
王
)

(資
胤
)

(西
洞
院
時
慶
)

(兼
俊
)

三

宮

・
三

條

西

、

中

御

門

大

納

言

・
平

宰

相

・
水

無

瀬

前

宰

相

・

覊
望

位

・
飛
鳥
井

・
緜
躯

・
覊
櫻

・
予

・
(轢
錨
辮

・
(聾
酵
聾

・

光
西
堂

・
勝
西
堂
、
題
三
十
首
飛
鳥
井
、
次
第
公
家
衆
取
早
、
其
以

後
五
山
衆
取
被
申
候
、
着
座
之
時
如
此
候
、
公
家
衆
末
座
予
也
、
予

以
後
啅
長
老
被
着
座
候
、
三
條
西
依
下
知
如
此
候
、
月
前
露
と
云
題

テ

ヲ

タ
ル

タ
リ

ス
ル
ニ

ノ

候
、
予
詩
、
雨
洗
二
大
虚
雲
一霧
過
ク
、
玲
瓏

兎
影
似

磨
磋

露
中

シ
メ
ツ
ク
ス

ノ

キ

カ
ン

月
明
千
億
、
占
盡

一
籠
如
二
脆
何

一、
申
刻
許
二
首
作
出
、
長
老
衆

談
合
、
無
指
導
、
清
書
直
参
、
窺
叡
慮
、
秉
燭
之
時
各
伺
公
、
よ
ミ

あ
け
有
之
也
、
時
興
朝
臣
、

と

『日
次
記
』
は
詳
述
す
る
。

こ
の
日

の
明
月
詩
歌
会

の

「題
」
は
、

「月
前
露
」
と
三
条
西
実
条
が
告
げ
る
。

こ
こ
で
も
泰
重
の
詠
歌
は
知
れ

る
が
、
承
章
の
詩
歌
は
、
既
述

の
通
り
や
は
り
不
明
で
あ
る
。
詩
歌
は
清

書

の
上
、
叡
覧
が
あ
り
、
平
松
時
興
に
よ
り
読
み
上
げ
ら
れ
た
と
あ
る
が
、

全
員

の
も
の
か
、
そ
う
で
は
な
い
の
か

『日
次
記
』
か
ら
は
判
断
し
が
た

い
。以

上
、
承
章
二
十
八
歳
か
ら
三
十
二
歳
ま
で
の
交
遊
等

の
記
録
を
垣
間

み
て
き
た
。
聯
句
会
、
詩
歌
会
、
歌
舞
伎
、
能
等
の
禁
中
で
の
興
業
に
、

承
章
は
か
な
り
の
参
会
を
し
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
、
御
土
門
泰
重
と
の

交
遊
と
深
く
係
わ
り
、
結
び

つ
い
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

次

に
、
承
章
三
十
三
歳
か
ら
四
十
歳
ま
で
の
動
向
に
つ
い
て
、
尊
経
閣
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文
庫
蔵

・
貞
享
四
年
写
本

『泰

重
卿
記
』

の
記
述
を
踏
ま
え
、
検
証
し
て

み
る
。

寛
永
二
年
五
月
八
日
、
承
章

は
い
よ
い
よ
鹿
苑
寺
独
住
第
二
世
、
す
な

わ
ち
長
老
と
な
る
。
こ
の
こ
と

に
つ
い
て

『日
次
記
』

に
は
次
の
よ
う
に

あ
る
。
ま
ず
寛
永
二
年
四
月
十

七
日
に
、

十
七
日
、
乙
未
、
晴
時
々
雨

(中
略
)
相
國
寺
章
西
堂
來
月
廿
八
日

入
院
之
由
、
承
及
候
、
珍
重
之
由
、

と
あ
り
、
承
章

の
入
院
を
聞
き
、
泰
重
は

「尊

い
こ
と
だ
」
と
慶
び
を
述

べ
て
い
る
。
翌
五
月
二
十

八
日

の

『日
次
記
』
は
、

　　
ぽ
　

廿

八
日
、
乙
亥
、
晴
天
、

家
公
終
日
居
申
候

鹿
苑
寺
入
院
、
天

気
晴
、
珍
重
也
、
事

二
相
調
之
由
承
及
候
、
滿
足
也
、

と
、
泰
重
は
承
章

の
入
院
が
滞

り
な
く
行
わ
れ
た
こ
と
に
、
前
述
同
様
、

「珍
重
也
」
と
記
し
、
「満
足
也

」
と
ま
で
云

っ
て
い
る
。
時
に
承
章
三
十

三
歳

の
時

の
こ
と
で
あ
る
。

八
月
二
十
四
日
に
は
、
承
章

の
母
雲
松
院
が
死
去
す
る
。
『日
次
記
』

に
は
次
の
よ
う
に
記
す
。

廿
四
日

庚
子
、
晴
、
請

取
御
番
伺
候
、
御
對
面
、
御
所

ニ
テ
御
物

語
共
有
之
最
中
、
小
川
坊

城
呼
立
也
、
雲
松
院
死
去
之
由
承
及
候
、

予
、
即
時
参
候
、
絶
命
之
由
、
皆
愁
歎
悲
候
事
也
、

禁
中
で
の

「物
語
」

の
最
中
、
坊
城
俊
完
か
ら
知
ら
せ
を
受
け
て
泰
重

は
す
ぐ
に
馳
せ
け

つ
け
た
が
、
す
で
に
雲
松
院
は
絶
命
し
て
い
た
。

一
族
、

歎
き
悲
し
み
に
く
れ
て
い
る
こ
と
を
伝
え
る
。

次
に
は
、
九
月
八
日
に
飛
鳥
井
雅
宣
か
ら
承
章
と
泰
重
に
振
舞

の
招
き

の
記
述
が
あ

る
も

の
の
、
そ
れ
以
後

の

『日
次
記
』

に
は
、
寛
永
七
年

(
一
六
三
〇
)
十
月
十

八
日
の
記
述
ま
で
、
承
章
及
び
鹿
苑
寺

の
文
字

の

　ゆ
　

確
か
な
動
向
は
窺
え
な

い
。

さ
て
、
十
八
日
の

『日
次
記
』

に
は
禁
中
能
会

の
記
事
が
、
次

の
よ
う

に
あ
る
。

十
八
日
、
甲
子
、
晴
、
早
朝
御
能
始
候
、
外
様
内
々
、
院
中

ニ
ハ
殿

　　
　
　

上
人
不
残
也
、
此
外

章
長
老

・
松
橋
僧
正
師
弟
子

院
子
二
人
、

啓
迪
庵
、
式

三
番
、
難
波

・
田
村

・
江

口

・
藤
栄

・
船

弁
慶

・
張

良

二
二
輪

・
融

・
呉
服
き
り
九
番
也
、

参
会
者

は
公
卿
は
残
ら
ず
、
僧
衆

は
承
章
と
松
橋
僧
正
、
同
弟
子
二
人
、

及
び
啓
迪
院

と
記
す
。
能

は
式

三
番

の
後
、
九
番
あ
り
、
最
後

は

「呉

服
」
が
演
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
大
夫
は
誰
で
あ

っ
た
の
か
は
、
不
明
で
あ

る
。
次
に
、
寛
永
九
年
正
月
十

一
日
に
は
、

十

一
日
、
巳
酉
、
雨
天
、
今
夜
懸
物
香
、
銘
は

ハ
な

の
ふ
す
ま

か
ま
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し
き

紙
五
束

折

二

入

て

持

参

、

御

人

數

近

衛

殿

・

一
條

殿

・

(好
仁
親
王
)

(信
房
)

(鷹
司
教
平
)

(道
晃
)

(宣
衡
)

高

松

殿

・
鷹

司

殿

・
御

内

大

臣

・
聖

護

院

殿

・
中

御

門

大

納

　　
　
　

　　
　　
　

ぐ　
　
　

　　
　
　

言

・
阿

野

中

納

言

・
園

宰

相

・
勧

修

寺

宰

相

・
高

倉

三

位

・
予

・

(為
頼
)

(公
久
)

(具
起
)

冷

泉

中

將

・
花

園

少

將

・
岩

旦
ハ少

將

・
鹿

苑

寺

長

老

、

十

六

人

也

、

八

人

宛

二
組

二
反

ッ

・
也

、

一
條

殿

御

手

柄

十

六
姓

也

、

と
、
禁
中

「懸
物
香
」
の
様
子
が

記
さ
れ
て
い
る
。

泰
重
は
、
ま
た
し
て
も
銘
に
思
案
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

一
条
兼
遐

の
十
六
姓
と
は
、
全
部
的
中
と

い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
残
念
乍
ら
、
承

章

の
懸
物
及
び
成
績
等
は
右

の
記
述
か
ら
は
明
ら
か
に
し
が
た
い
が
、
承

章

の
懸
物
香
に
つ
い
て
わ
ず
か
な
が
ら
、
概
観

で
き
る
も
の
が
あ
る
。
前

出

の
元
和
七
年
二
月
二
日

の
禁

中
懸
物
香

に
於
け
る
記
述

に
は
、
七
娃
的

中
で
あ

っ
た
こ
と
は
既
述

の
通
り
で
あ
る
。
他

に
も

『本
源
自
性
院
記
』

に
唯

一
窺
え
る
承
章

の
記
録
は

「懸
物
香
」

で
あ
る
。
紙
面
の
都
合
上
、

原
文
は
割
愛
す
る
が
、
大
筋
は
次
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
。

　　
　

寛
永
七
年
正
月
二
十

一
日
条

に
、
参
加
人
数
は
十

一
人
、
承
章
は
懸
物

と
し
て
、
茶
道
具
、
鯛
八
十

一
本
、
大
字

一
冊
箱
入
を
持
参
し
て
い
る
。

成
績
は
、
四
辻
季
継

の
八
娃
が
最
高
で
、

つ
づ
い
て

一
条
兼
遐

の
七
姓
、

承
章
と
高
倉
永
慶

の
六
燵

で
あ

っ
た
。

二
、
三

の
例
か
ら
は
言
明
し
が
た

い
と
し
て
も
、
こ
れ
等

の
調
査

か
ら
、
承
章
は

「聞
香
」
は
得
意

で
、
成

績
は
、
常

に
六
割
以
上
の
確
率

で
あ

っ
た
と
い
え
る
。

寛
永
九
年
正
月
十
六
日
を
挟

ん
で
、
禁
中
で
大
掛
か
り
な
詩
会
が
あ

っ

た
こ
と
が

『日
次
記
』

で
わ
か
る
。
そ
の
中
で
、
承
章

の
名

の
み
え
る
同

年
正
月
二
十
日

の
記
事
を
紹
介
す
る
。

廿
日
、
戊
午
、
晴
、
飯
後
御
番
伺
公
候
、
從
相
国
鷹
鶴
進
上
、
日
野

　　
　
　

大
納
言
北
面
所
逍
持
参
也
、
予

・
請
取
披
露
申
候
、
西
園
寺
前
内
府
、

　　
　
　

水
無
瀬
前
中
納
言
詩
被
渡
、
叡
慮
候
、
予
披
露
申
候
、
及
黄
昏
、

於
小
御
所
、
御
人
數
、
鷹
司
内
府
、
西
園
寺
前
内
府

・
水
無
瀬
前
中

　　
　　　

　　
　
　

　　
　　
　

納
言

・
平
松
少
納
言

・
予

・
姉
小
路

・
阿
中

將

・
図
書
頭
季

通

・

　
　
　　

な
　
　
　

勘
解
由
次
官
不
出
座
、
兵
部
大
甫

・
花

山
院
大
納
言
、
法
中
、
随

庵

・
章
長
老

・
勝
西
堂

・
崟
西
堂

・
御
製
、
以
上
十
五
人
、
讀
師
阿

　
　

中
將

・
為
景
朝
臣
、
御
製
三
反
、
其
以
後
羹
物
、
さ
さ
い
り
御
吹
物
、

御
酒
盃
數
行
、
水
無
瀬
逍
御
前

に
て
御
相
伴
、
長
老

・
兩
西
堂

・

　

予

・
時
庸
朝
臣

・
為
景
朝
臣
等
、
次
間

ニ
テ
羹
物
、
吹
物
等
飲
食
、

其
以
後
御
通
罷
出
、
各
御
前
侍
候
也
、

詩
会

は
十
六
日
か
ら
二
十
日
ま
で
の
五
日
間

で
、
詩
題
は

「梅
柳
争

春
」
及
び

「梅
百
春
友
」
二
つ
で
あ
り
、
延
人
数
四
十
四
人
と
い
う
も

の

で
あ

っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
右

の

『日
次
記
』

に
為
景
朝
臣
と
表
記
さ
れ
る
人
物
が

い

　

る
。
尊
経
閣
文
庫
蔵
本

で
は
、
初
出

の
箇
所

に

「為
景
」
(傍
線
①
)
と

肩
注
が
あ
る
。
し
か
し
、
「公
」
が
公
景

で
あ
る
と
す
る
と
、
『日
次
記
』

に
泰
重

の
次

に
記
す

「姉
小
路
」
は

一
体
誰
を
指
す

の
で
あ

ろ
う
か
、

『公
卿
補
任
』
に
よ
る
と
、
姉
小
路
家

は
こ
の
公
景

(実
父
は
阿
野
実
顕
)

　れ
　

が
寛
永
九
年
に
再
興
し
て
い
る
。
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『隔莫記』以前の鳳林承章の文化的動向

そ
こ
で
、
筆
者
は

「為
景
朝

臣
」
と
記
す
の
は
下
冷
泉
為
景

の
こ
と
だ

と
考
え
る
。
為
景
と
は
既
出

の
藤
原
惺
窩

の
嫡
子
で
あ

る
こ
と
は
既
に
述

べ
た
。
尊
経
閣
文
庫
蔵
本

『日
次
記
』
に
は
、
後
出

の
為
景
朝
臣

(傍
線

②
)
に
は
肩
注
は
な
い
。
こ
の
こ
と
は
ど
う
考
え
る
べ
き
な
の
か
。

い
ず

れ
に
し
て
も
、

い
ま
少
し
調
査

、
検
討

の
余
地
を
残
す
が
、
注
目
す
べ
き

記
述

で
あ
る
。

為
景

に
つ
い
て
は
、
市
古
夏
生
氏
は
そ
の
著

『近
世
初
期
文
化
と
出
版

文
化
』
第
六
章

「冷
泉
為
景
と
そ
の
周
辺
」

の
中
で
、
承
章
と
為
景

の
交

マ
マ
　キ
ロロロ
　

遊
は
、
「寛
永
十
四
年
四
月
十

四
日
に
清
閑
寺
共
房
、
高
倉
嗣
良
と
共

に
、

為
景
も
鹿
苑
寺
茶
会

に
招
か
れ
た
記
録
が
あ
る
だ
け
で
、
他

に
は
全
く
両

　お
　

者

の
交
遊
を
示
す
も
の
は
な
い
」
と
、
『隔
萱
ハ記
』
を
踏
え
て
述
べ
て
い

る
。
し
か
し
、
泰
重

の

『日
次
記
』
が
既
述
通
り
で
あ
る
な
ら
ぽ
、
承
章

と
為
景

の
交
遊

の
記
録
は
、
こ
れ
が
最
初

の
記
録
と

い
え
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

㈲

最
後

に
、
次
に
来
る

『隔
萱
ハ記
』
時
代

の

「宮
廷
文
化

サ
ロ
ン
」

の
水

準
を
窺
う
手
が
か
り
と
し
て
、
今
少

し
、
『隔
萱
ハ記
』
の
中

か
ら
記
事
を

選
び
、
み
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

寛
永
十
三
年
五
月
十
五
日
に
次

の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。

　　
　
　

十

五

日

、

三

百

韻

、

自

丑

刻

、

終

申

剋

。

近

衛

殿

下

江

ハ
ブ

タ

ヘ
ノ

ノ
セ

絹
十
疋
被
進
之
。
連
衆
十

二
人
金
子
乘
レ臺

二
各
之
前
頂
戴
。
則
冠

者
持
臺
、
而
退
也
。
右
三
日
之
内
、

一
百
韻

ー
ー
ー
之
間
御
菓
子
出
。

其
外
休
息
之
間

二
又
御
菓
子
出
。
以
上
三
日
之
内
之
御
菓
子
三
十
三

　　
　
　
　

種

也
。
發

句

之

次

第

、
第

一
霞

嬲
堋
殿
下
發
句
、
第

二

春

雨

鸚

難

等

蟹
三
化
皰
爨

犖

・
第
四
時
鳥
彎

鶲
言只
・

　
　
　
　

　　

　
ロ
　

第

五

納

涼

燭
灘
詩
躰
納
言只
、
第

六
萩

嫻
僻
鶇
句
、
第

七

月

斯
嫩
入
韻
、
第

八
驫

獪
騙

る

橢
九
霜
鱗

入
唄

、
第
+
篷

瀚

噂

御
連
衆
+
四

人
撫

・
憑
衛
驪
罹

・
隔
野
前
大
納
言
實
顯
・
踟
野
井
中
納
言
季
吉
・
翫

修
寺
中
納
言
鑼
畆

宰
相
基
音

・
山鰤
倉
三
位
嗣
良
・
嘸
蠡

長
・
廳
林

　

　　
　

　

　

予

・
九
岩
韃
長
・
泰
重
朝
臣
配
醐
堋
左
・
旦
ハ起
朝
臣
媚
艙
・
光
勝

・
梵
崟

以
上
十
四
人
、
執
筆
兩
人
逸
定
娯
螂
・
季
通
燭
蠏
由
。
追
加
面
八
句
也
。

執
筆
吟
聲

・
發
句

〔漢
九
岩
作
〕
前
廉
被
仰
付
也
。
入
韻
左
京
大
夫
、

是

ハ
連
外
也
。
侵
句
第
三
逸
定

執
筆
、
第
四
季
通
、
第
五
近
衛
殿
下
、

第
六
御
製
、
第
七
阿
野
大
納
言
、
第
八
滋
野
井
中
納
言
、
追
加
八
句

終
、
入
御
。
各
有
御
振
舞
、
了
而
退
出
。
此
中
六
日
之
間
勞
身
、
千

　お
　

苦
萬
辛
。
歸
院
、
而
休
息
。
(後
略
)

　　
　

と
、
記
事
は
、
仙
洞
御
所
に
於

い
て
催
さ
れ
た
千
句
会

の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
日
、
満
韻
と
な

っ
た
が
、
そ
れ
ま
で
の
経
過
は
以
下
に
記
す
通
り
で

あ
る
。

ま
ず
、
四
月
二
十
九
日
に
、
承
章
は
近
衛
信
尋
を
訪
ね
て
、
来
る
千
句

会

の

一
巡

に
つ
い
て
相
談
を
し
て
い
る
。
記
事

に
は
、
「仙
洞
御
千
句
之

一
巡
之
次
第
、
御
相
談
、
伸
愚
意

云
々
」
と
あ
り
、
承
章
も
積
極
的
に
意

見
を
述
べ
て
い
る
。
五
月
に
入

っ
て
か
ら
は
、
六
日
に
千
句

の
こ
と
で
祗
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候
し
、
十
日
に
は
仙
洞
に

一
泊

し
て
、
丑
刻
よ
り
千
句

の

一
巡
を
決

め
て

い
る
。
翌
十

一
日
に
順
定
し
、
承
章
は
、
巻
頭

の
入
韻
と
決
ま

っ
た
。
十

二
日
に
は
仙
洞
で
休
息
を
と
る
。
十
三
日
は
い
よ
い
よ
始
ま
り
、
三
百
韻

が
済
む
。
翌
十
四
日
に
は
四
百
韻
が
済

ん
だ
。
十
五
日
の
記
述
は
前
述
の

如
く
、
三
百
韻
が
終
了
し
た
の
は
申
刻
、
す
な
わ
ち
、
午
後
四
時

で
あ

っ

た
。
近
衛
信
尋
に
は
羽
二
重
十
疋
、
後

の
十
二
人

の
連
衆
に
は
金
子
五
両

ず

つ
が
下
賜
さ
れ
た
。
金
子
は
、
各
自

の
前
に
冠
者
が
、

一
台
、

一
台
に

乗
せ
て
運
ぶ
と
い
う
も
の
で
あ

る
。
ま
た
、
三
日
共
、
百
韻
が
終
わ
る
ご

と
に
、
こ
れ
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
前

の
盆
に
、
三
種
類
の
菓
子
が
都
合
十
回

配
ら
れ
、
休
憩
中
に
も
菓
子
が

で
て
い
る
。
三
日
間
を
通
し
て
三
十
三
種

類

の
菓
子
が
出
た
と
記
事
に
あ

る
が
、
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
千
句
会
の
進

行
状
態
が
円
滑
で
あ
り
、
結
果

も
大
成
功
で
終
了
し
た
こ
と
を
物
語
る
も

の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
「此
中
六

日
之
間
労
身
、
千
苦
萬
辛
」
と
承
章
は

記
し
て
い
る
が
、
こ
の
六
日
間

の
承
章
の
動
向
は
、
す
で
に
承
章
が

「宮

廷
文
化

サ
ロ
ン
」

に
於
い
て
、

不
可
欠
の
人
物

で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
て

い
る
と
い
え
よ
う
。

お
わ
り

に

以
上
、
『隔
萱
ハ記
』
以
前

の
鳳

林
承
章

に
つ
い
て

『鹿
苑
日
録
』
、
『泰

重
卿
記
』
、
及
び
、
同
時
代
の
、

二
、
三
の
公
家
日
記
等
に
、
若
干
、
『隔

萱
ハ記
』
の
記
事
を
見
合
わ
せ
な
が
ら
検
証
を
こ
こ
ろ
み
た
。

『鹿
苑
日
録
』
か
ら
は
、
幼
年

期
か
ら
青
年
期
ま
で
、
禅
僧
と
し
て
修
行

す
る
傍
ら
で
、
公
家
勧
修
寺
家

の

一
人
と
し
て
、
文
芸

に
親
し
む
様
子
が

窺
え
、
未
来

の
承
章
を
彷
彿
さ
せ
る
記
事
を
み
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、

他

の
喝
食
と
は
明
ら
か
に
違
う
待
遇
を
受
け
て
い
る
こ
と
も
汲
み
と
れ
る
。

(注

(6
))
こ
れ
ら

の
こ
と
に
つ
い
て

『相
国
寺
史
料
』
第

一
巻

の

「相

　お
　

国
寺
史
稿
」
に
注
目
す
べ
き
次

の
よ
う
な
記
録
が
あ
る
。

鹿
苑
寺
之
儀

二
付
申
合
條
々

　　

カ
　

、
喝
食
衣
裳

・
御
乳

・
小
性

・
小
者
賂

・
以
從
寺
家
之
合
力
、
從

此
方
可
申
付
候
、
其
外
諸
事
不
可
有
疎
略
事
、

　な
カ　

一
、
小
性

一
人
、
小
者

一
人
、
在
寺
之
時
付
可
申
之
事

一
、
喝
食
當
年
七

ツ
ニ
候
、
十
八
歳

二
成
候
者
寺
並
寺
領
、
可
有
御

渡
之
由
、
心
得
中
之
事

一
、
毎
年
参
拾
石
、
本
寺
相
國
寺

へ
為
末
寺
分
御
渡
之
由
、
心
得
申

之
事
、
山
林

一
切
伐
申
儀
在
之
間
敷
候
、
喝
食
來
年
入
寺
候
者
、
讀
書

萬
可
然
様

二
頼
存
候
事

　　
　
　
　

慶
長
四
年
己
亥

晴
豊

十
月
十
五
日

在
判

大
光
明
寺

右
は
、
承
章
入
寺
に
際
し
て
勧
修
寺
晴
豊
と
西
笑
承
兌

の
間

で
取
り
交

わ
さ
れ
た
契
約
書
で
あ
る
。

そ
れ
に
は
、
入
寺

の
時

の
、
乳
母
、
小
姓
、
賂
人
の
事
に
始
ま
り
、
十

八
歳

の
成
人
後
に
住
持
と
な
る
こ
と
、
そ
の
節

の
相
国
寺

へ
の
上
納
の
石
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『隔莫記』以前の鳳林承章の文化的動向

高
、
ま
た
、
承
章
が
住
持
と
な
る
ま
で
鹿
苑
寺

の
山
林

の
伐
採
の
禁
止
、

さ
ら
に
は
学
問

へ
の
依
頼

に
及

ん
で
い
る
。
ま

っ
た
く
手
ぬ
か
り
の
な

い

契
約
書
と

い
え
よ
う
。
『相
国
寺
史
料
』
に
於

い
て
は
、
他

に
類
を
み
な

い
も

の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
幼
少

の
承
章
に
対
す
る

『鹿
苑
日
録
』
で

の
扱

い
の
重
さ
、
『泰
重
卿
記
』

の
中

で
、
事
あ
る
ご
と
に
、
承
章

の
こ

と
を
勧
修
寺

の
出
自
で
あ

る
こ
と
を
記
し
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
契
約

書
と
無
関
係

で
は
あ
る
ま
い
。

本
稿
は
、
『泰
重
卿
記
』
に
寄

生
す
る
こ
と
が
多
大

で
あ

る
こ
と
は
既

述

の
通
り
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、

『隔
莫
記
』
以
前

の
鳳
林
承
章

の
文
化

的
動
向

に
は
、
土
御
門
泰
重

の
存
在
が
大
き
く
関
与
し
て
い
た
こ
と
を
こ

こ
に
改
め
て
強
調
し
て
お
き
た

い
。

注(1
)

辻
善
之
助
編

『鹿
苑
日
録
』
第

一
巻

(昭
和
九
年
)
～
第
六
巻

(昭

和
十
二
年
)
続
群
書
類
従
完
成
会
。

(2
)

「尊
丈
」
と
は
、
禅
宗
で
、
食
事
を

つ
げ
る
役
目
の
修
行
僧

「喝
食
」

の
称
号
で
あ
る
。
(『遡
鼻
色
葉
集
』
元
亀
二
年

(
一
五
七

一
)
臨
川
書
店
、

一
九
七
九
年
)

一
五
四
頁
に
よ
る
。

(3
)

勧
修
寺
晴
豊

(
一
五
四
四
～

一
六
〇

一
)
に
は

『晴
豊
記
』、
光
豊

に
は

『光
豊
公
記
』
の
著
述
が
あ
る
。
共
に
武
家
伝
奏
と
し
て
、
当
時
の

政
局
に
密
着
す
る
位
置
に
あ
り
、
朝
廷
と
幕
府
の
動
向
を
み
る
上
で
の
貴

重
な
史
料
で
あ
る
。
(『晴
豊
記
』
は

『続
史
料
大
成
』
第
九
巻
に

『晴
右

記
』

と

共

に
所

収
、

臨
川

書

店
、

一
九

七

九
年

)

死
亡

年
月

日

も

『
晴
豊

記
』

解
題

三
頁

に
よ

る
。

(4
)

こ

の
日

の
光
豊

の
持

参
品

は
、
後

に
承
章

の
財

産

と

な

る
。

(
『相

国

寺
史

料
』

第

二
)

一
八

八
頁
。

(5
)

前
年

に

「
阿
国

踊
り

」
が
始

ま

っ
た

と

こ
ろ

で
、
若

衆

歌
舞

伎

の
成

立
も

こ
の
後

二
十
五
年

後

の
こ
と

で
あ

る
。

こ

の
日

の
少

年
衆

は
記
事

に

あ

る
如

く

、
五

条
周

辺

で

の
大
道

芸
衆

で
あ

っ
た
と
推

察

で
き

る
。

(
6
)

席

順

は
左

記

に
示
さ

れ

て

い
る
通
り

で
あ

る
。

。駈
=
鸚
激

(呈
蠡
彰
盥
)
嶂
鐸
擁
蘯

南

(尉
工
秀
鬮
)
巣
圓
擁
蕚

。陵

=

篤
欺

次
第
二
列
。公

仙
公

賓
位
慈
照

(有
節
端
保
)

章
公
尊
丈

鹿
苑
寺
之

立
公

主
位
豐
光

(西
笑
承
兌
)

次
第
二
列
。

『鹿
苑
日
録
』
四
十
三

「第
四
巻
」

一
五
八
頁
参
照
。
(

)
は
筆
者
注
記

(7
)

秉
払

(
ヒ
ソ
ポ

ツ
)

は
、

禅
宗

で

一
寺

の
首

座

の
住

持

に
代

っ
て
払

子

を
と

り
首
座

を
占

め
、

法
座

を
開

筵

す

る

こ
と

で
あ

る

(神
保

如

天
、

安
藤

文
英

編

『
禅
学

辞
典

』
正

法
眼

蔵

註
解

全
書

刊

行
会

、

昭
和

三

十

三

年
)
。

(8
)

「
日

用
集

」

の
存

在

に

つ
い

て
は
、

既

に
、

吉

村
享

氏

「
『隔

莫

記
』

に
み

る
茶
師

の
動
向

」

(
上
)

(京
都

文

化
短

大

紀
要

)

の
中

で
、

承
章

の

日
記

に
は
現
存

の
も

の
と

し

て

『
隔
萱
ハ記

』

と

「
日

用
集

」

の
二
種
類

が
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あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
承
章
に
は
も
う

一
冊
、
『鳳
林
和
尚
朝
参

之
記
』
(鹿
苑
寺
蔵
、
明
治
二
十
年
写
本
)
が
あ
る
。

(9
)

光
豊
の
一
子
、
教
豊
も
ま
た
三
年
後
の
慶
長
二
十
年
六
月
廿
二
日
に

　
　

五
歳
で
死
去
す
る
。
そ
の
日
の

『泰
重
卿
記
』
に
は

「勧
修
寺
死
去
、
五

才
、
跡
絶
阜
」
と
記
す
。
し
か
し
、
泰
重
の
杞
憂
も
、
承
章
の
兄
坊
城
俊

完
の
息
経
広
が
勧
修
寺
家
を
相
続

(元
和
元
年
十
月
十
二
日
の
こ
と
か
)

し
て
、
権
大
納
言
正
二
位
ま
で
昇

っ
た
こ
と
で
解
消
す
る
。
(正
宗
敦
夫

編
纂
、
校
訂

『諸
家
傳
』
上
、
自
治
新
報
社
、
昭
和
四
十
三
年
)
五
二
一

頁
。

(10
)

こ
の
辺
の
事
情
に
つ
い
て
、
長
友
千
代
治
氏
は

「
こ
の
頃
禁
中
で
は

「集
句
韻
」
の
諸
本
調
査
を
し
て
い
た
ら
し
い
」
(「日
本
古
書
通
信
」
平

成

一
〇
年
二
月
号

「朝
廷
文
化
サ
ロ
ン
ー
泰
重
卿
記
1
」)
と
指
摘
さ
れ

て
い
る
。

(11
)

太
田
青
三
郎
他
編

『藤
原
惺
窩
集
』
(思
文
閣
出
版
、
昭
和
十
六

年
)。

(12
)

右
同
頁
、
前
掲
に
、
「和
正
意
戊
午
歳
旦
二
首
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か

ら
、
承
章

へ
の
次
韻
も
こ
の
年
と
推
定
す
る
。

(13
)

こ
の
時
の
追
善
詩
に
つ
い
て
は
、
『追
遠
雑
誌
』
に
次
の
よ
う
な
七

言
律
詩
が
あ
る
。

三
十
三
霜
真

一
夢

追
懐
昔
日
入
芳
蘭
南
別
外
海
角
晨
昏
静

北
肉
山
頭
天
地
寛

千
載
高
各
君
子
徳

一
團
和
気
旧
時
看

至
今
依
深
蘋
繋
露
、
向
左
辺
花
涙
未
乾鹿
岩
鳳
林
歹
承
章
蒲
捌

右
は
、
(藤
原
惺
窩
三
三
回
忌

「慶
安
四
年
」
録
、
和
田
英
松
所
蔵

『追

遠
雑
誌
』
明
治
三
十
九
年
影
写
本
)
に
よ
る
。

サ
タ

(
14
)

注

(
9
)

『諸

家

傳
』

六

一
八
頁

参

照
。

頼

豊

(改
俊
完

)

と
あ

る
。

(
15
)

泰

重

は
、
国

母
中

和
門

院

の
信
頼

が

厚

か

っ
た

と

み
え
、

一
条

兼

遐
、

一
条
院
宮

の
読
書

師
範

と

な

っ
て

い

る
。

そ

の
よ
う

な
関

係

か
ら
、

兼

遐

(『
隔
萱
ハ記
』

時
代

に
は
、
改

名
後

の
昭

良

)

の
記
述

は
か

な
り

の
数

に

の

ぼ

る
が

、

こ

の
日
ま

で
承
章

と

の
同
席

の
記

録

は
な

い
。

(
16
)

堀

口
康

生

「
手

猿

渋

谷

の
二
百

年

」

(後

)

(『
芸

能

史

研

究
』

四

十

二
号

所

収

)
な

お
、

『隔

萱
ハ記
』

時
代

に
も

、
後

水

尾

院

を

目
見

え

て
、

渋
谷

父
子

と
承
章

の
交

遊

も
多

い
。

(
17
)

渋
谷
紀

伊
守

に

つ
い

て
は
、
与
吉

郎

の
受
領

名

と
考

え

ら

れ

る
が

、

堀

口
康

生
氏

は
、
「
与

吉

郎
」

は
慶

長

十

年

以
後

は
確

認

で
き

な

い

の
で

第

一
線

は
退

い
た

の
で
あ

ろ
う

と
述

べ

る

(注

(16
)
)
。

ま

た
、

慶
長

十

年
頃

に

は
、

子

の
与

兵

衛
が

紀

伊

守

を

受

領

し

た

と

い
う
。

「
与

吉

郎
」

の
名

も
襲

名

し

た

の
で
あ

ろ
う

か
。

(18
)

校

注

に

つ

い
て

は
、

『史

料

纂

集
』

95

『
泰

重
卿

記

』

の
凡

例

に
準

じ

た
。

(
19
)

『泰

重

卿

記
』

(尊

経

閣

蔵
写

本

)

は
、

寛

永

四

・
五

・
八

・
十
～
十

八
年
が

欠

け

て

い
る
。

な

お
、
元

和

八
年

も

欠
く

。

(
20
)

『本

源
自

性

院

記
』

(
『史

料

纂

集
』

50
、

一
九

六

七

年
、

続

群
書

類

従

完
成

会
)

六

一
頁
参

照
。

(12
)

『公
卿
補
任
』
菓

九
年
鷲

よ
る
。

(
22
)

『
近
世

初
期

文
化

と
出

版

文
化

』

(若
草

書

房
、

一
九

九

九
年

)

一
四

〇
頁

。
も

っ
と
も
、
市

古

氏

の

い
う

「本

格

的

な
交

遊
」

と

い
う

意
味

で
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『隔莫記』以前の鳳林承章の文化的動向

は
、

こ

の

一
例

で
は
証
明

し
が

た

い
。

(23
)

続
け

て
、

そ

れ
ぞ

れ

の
句

が
次

の
よ
う

に
記

さ
れ

て
い

る

の
で
、
紹

介

し

て
お
く
。

漣

風
も
か
す
む
や
い
く
世
四
の
晶

關
、
圃

澤
聖
如
レ春
承
章
、
縫

く
み
あ
れ
や
豊
葦
原
の
春
の
雨
婀
響

輪

峯
無
雪
残
饗

灌

欝
難
羈
灘

論
、
華

の
色
さ
な
が
ら
玉
の
み
き
り
哉
齷

、
黼

欄
寒
景
捜
听
叔
.

(24
)

百
韻
を

一
座
で
十
巻
続
け
る
句
数
千
の
も
の
。
百
韻
と
ち
が

っ
て
全

体
を
通
し
て
の
指
合
、
去
嫌

(前
句

に
用
い
ら
れ
た
同
季

・
同
字
、
類
似

語

・
縁
語
を
付
句
や
近
接
し
た
句
の
中
に
よ
み
こ
む
こ
と
を
禁
止
し
、

一

定
の
句
を
隔
て
て
用
い
る
こ
と
を
決
め
た
法
式
)
が
あ
る
。

(25
)

藤
岡
大
拙
、
秋
宗
康
子
校
訂

『相
国
寺
史
料
』
第
二
巻

(思
文
閣
出

版
、
昭
和
五
十
九
年
)

一
八
九
頁
。
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本
稿

関
係
略
系
図

「系

図

1
」

(
0

匚唱り

9

)

ほ(跏
・
鐓
・躅
・
珊
)

雲

松

院

(3
～
)

泰

重

墨
(00

0
)

(
67
自
●
4

)

晴

豊

光
豊

経
遠

行
源

俊
昌

致
康

承
章

(跏
・脳
)

(伊

達
讃

岐
守

)

正
親
町
天
皇

経
広

(
跏
・
嬲
・脳
)

晴

子
(新
上

東
門
院

)

(00

6

4

2

り乙

2
)

近

衛

前

子

(中

和

門

院

)

経
広

(窃
・躙
)

俊
完

由旦
豊

(芝
山
)

陽
光
院

(
獅

・
跚

)

後
陽
成
院

(532
)

良

恕
法
親

王

(
曼
殊
院

)

(蹣
・
嬲
)

智

仁
親

王

(
八
条
殿

)

曇

華

院

(632
)

大

聖

寺

文

高

女

王

(632
)

後

水

尾

天

皇

(跏
～
)(
4

「hU
6

8

0

1

3

●3

●3
・3

●4
・
4
)

近

衛

信

尋

(本

源

自

性

院

)

高

松

宮

(好

仁

)

(
嬲
・㎜
)

一
条

兼

遐

(7

0

3
●
4
)

貞

子

内

親

王

(
い

つ

の
宮

)

(蹴
)

一
乗

院

尊

勢

(032
)

聖

護

院

道

晃

(042
)

「系

図

2
」

(232
)

藤

原
惺
窩

(3
●
4
)

冷

泉

為

景

(

)

は
本

文
頁

(『本

朝
皇

胤
紹
録
』

『諸

家
傳
』

に
よ
る
)



『隔
莫
記
』
以
前
の
鳳
林
承
章
略
年
譜

年

次

西

暦

年

齢

事

蹟

典

拠

文
禄
二

一

五
九
三
一

生
誕

『
相
国
寺史

料』

慶
長
四
一

五
九
九

七

西笑

承
党
と
父
勧
修
寺
晴豊

入
寺
契
約

五

一

六
〇
〇

八

鹿苑

寺
喝
食
と
な
る

同

六
一

六

〇
一

九

『鹿

苑
日
録』

に
初
出

2
/
21

『
鹿
苑
日
録』

七
一

六
〇
二

十

父
晴
豊
死
去

12
/
8

同

八

一

六
〇
三

十
一

相
国
寺
神
事
能
に
出
る

『
諸
家
傳』

九
一

六
〇
四

十
二

円
光寺

に
て
少
年
「
躍
会」

見物

1
/
28

『
鹿
苑
日録

』

某僧

と
飲
酒

1
/
29

同

十
二

一

六
〇
七

十
五

西
笑
承
兌
遷
化

同

十
五
一

六
一

〇

十
八

雲
興
寺
雅
会
に
て
沈
酔

閏
2
/
1

『
相
国
寺史

料』

鹿
苑
寺
に
幕
府
よ
り
安
堵状

4

/
20

同

十六

一

六

二

十九

秉
払遷

寮

8
/
20

同

十七

一

六
一

二

二
十

兄
光豊

死
去

10
/
27

『
鹿
苑
日
録』

二
十
一

六
一

五

二
十
三
一

乗院

漢
和
聯句

会

3

/
21

『
泰
重
卿
記』

雲
松院

(
承
章生

母)
、

土

御門

泰
重
を

鹿
苑
寺
に
招
く

4
/
7

同
9
/
10
に
は
土
御
門
久脩

、

雲
松
院、

同

兄
伊達

讃
岐
守
を
招
く

元
和
三
一

六
一

七

二
十五

鹿
苑
寺
詩
歌
会

3
/
17

後
陽成

院
に

祗候

4

/
13

同

崩
御

8
/
26

四

一

六
一

八

二
十六

後
水
尾
天
皇
に
初
参
内

閏
3
/
9

天皇

よ
り章

句
を命

じ
ら
れ
る

閏
3
/
17

同

再
巡
の
下
命

4
/
12

父
晴豊

鹿
苑寺

斎
会
に
相国

寺
(万

年
山)

よ
り

追
懐
頌
を
受
け
る

11

/
8

『
鹿
苑
日
録』

元
和
五
一

六
一

九

二
十
七

国
母
近
衛
前
子
(
中
和
門
院)

北
山
鹿
『
泰
重

卿記

』

苑
寺
へ

お
忍
び
遊
山

2
/
8

女
院御

所(
新上

東門

院)
に
招
待
を
受
け

る

2

/
19

禁
中
漢
和
聯
句

8

/
11

相国

寺雪

岑梵

崟主

催
の
漢和

聯句

11
/
13

伊
達
讃
岐守

死
去

11

/
14

師西

笑
承兌

十
三
回忌

(鹿

苑
寺
斎)

12
/
5

六

一

六
二
〇

二
十
八

禁中

に
て文

英清

韓『
東波

』十

四聴

講

9/

13

禁
中
聯
句会

11

/
27

土
御
門
久脩

・
泰
重、

雲
松院

、

坊
城俊

完

振
舞

12
/
11

七
一

六
二
一

二
十
九
禁
中
懸
物
香

2

/
2

同

聯
句会

2

/
23

8
/
28

八
一

六
二
二

三
十

伏見

殿
(邦

房
親
王)

葬
礼
に
尊
茶

2
/
10

九
一

六
二一
二

三

十
一

一

条
兼
遐
主
催
聯
句
会

4
/
10

将
軍
秀
忠
よ

り
二

条
城
に
お
い
て

時
服

を
賜
る

8

/
2

『
相
国
寺史

料』

十
一

六
二
四

三
十
二

板倉

勝
重
禁
中能

興
行

2
/
4

(寛

永
元
年)

禁中

名
月
詩
歌
会

8

/
15

寛
永
二

一

六
二
五

三
十
三

相国

寺
入
院
歴
代
九
五
世
と
な
る

母雲

松
院
死
去

8
/
24

飛鳥

井
雅
宣
よ
り
招
待
有
り

9

/
8

三

一

六
二
六

三

十
四

瑞春

軒雪

渓秉

払
に
「問

禅法

甄胆

を作

製

4/

六

家光

よ

り
時
服
を
賜
る

9
/
16

『
相
国
寺史

料』

一

六
二
九

三
十
七
桂
光院

(
八
条智

仁)

葬
儀
に
尊
湯

4
/
19

『
鹿
苑
日
録
』

後水

尾
天
皇
譲
位

11

/
1

七
一

六
三

〇

三
十
八
近
衛
信
尋

懸
物
香

1
/
21

『

、
、

」

院

記　

禁中

能
会

10
/
18



寛
永
八
一

六一

三

三
十
九

富春

軒
に
て
聯
句
会

11
/
18

『
鹿
苑
日
録』

九
一

六
三
二

四
十

禁
中
懸
物
香

1

/
11

同

聯
句会

1

/
20

十
一

六
三
三

四
十
一

国師

追
悼
和韻

4

/
16

同

十
一

一

六
三
四

四
十
二

家
光
に
二

条城

に
て

拝
謁

7

/
16

『
相
国
寺
史
料』

鹿苑

院
僧
録
職
の
復
旧
を
幕
府
に
申請

受
け
入
れ
ら
れ
ず
却
下

鹿苑

寺
聯句

会

11

/
10

十
二

一

六
三
五

四
十
三

養源

軒
雲峰

需
公
首
秉
払一

会
に
指南

『
鹿
苑
日
録』

記事

4

/
15
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